
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
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　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 
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4
月

日（
日
）正
午
〜

日（
月
）正
午

総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

選
挙
の
開
票
事
務
の
た
め
、
上
記
期
間
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

26

27

投
票
区
・
投
票
所
は
2
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成27年4月1日現在
（318人増）86,950人人口
（126人増）43,911人男
（192人増）43,039人女
（227世帯増）37,466世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

仕仕事事ややレレジジャャーーななどどでで
投投票票ででききなないい方方へへ

期日前投票をご利用ください期日前投票をご利用ください
　仕事や旅行などの理由で投票日に投票できな
い方は、期日前投票ができます。
※期日前投票には、宣誓書の提出が必要です。
投票所入場整理券の裏面が宣誓書となっていま
すので、必要事項を記入のうえご来場くださ
い。

▽期日前投票ができる方
次のいずれかに該当する方
①投票日に仕事や冠婚葬祭などがある方
②投票日にレジャーや買い物または旅行などの
予定がある方
③投票日に出産や病気で入
院予定の方
■場■日■時下表のとおり

　4月26日（日）は、稲城市議会議員選挙・稲城市長選挙の投票日です。
　稲城市政を託す代表者を選ぶ大切な選挙です。あなたの意思が市政に
反映されるよう、棄権しないで投票しましょう。

■問選挙管理委員会事務局

選挙公報は選挙公報は、、
各戸配布でお届けします各戸配布でお届けします
　候補者の経歴や政見を掲載し
た選挙公報は、告示日以降、各
戸配布でお届けします。
　また、4月21日（火）ごろから
市ホームページでもご覧いただ
けます。

不不
在在
者者
投投
票票

国
内
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

出
張
、
旅
行
な
ど
で
他
の
市

区
町
村
に
滞
在
す
る
場
合
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
に
は
稲
城
市
選
挙
管
理

委
員
会
が
交
付
し
た
投
票
用
紙

が
必
要
で
す
。
早
め
に
稲
城
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
不

在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ

れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
院
・
入
所
し
て
い
る
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
は
、
市
立
病
院
、
稲

城
台
病
院
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

慶
友
病
院
、
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ロ
マ

ン
、
い
な
ぎ
正
吉
苑
、
い
な
ぎ

投投
票票
でで
きき
るる
方方

　

平
成
７
年
４
月　

日
以
前
に
生

２７

ま
れ
た
方
で
、
平
成　

年
１
月　

２７

１８

日
ま
で
に
転
入
届
出
を
し
、
引
き

続
き
稲
城
市
に
住
ん
で
い
る
方

※
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
い
た

方
で
あ
っ
て
も
、
投
票
を
行
う
日

（
期
日
前
投
票
を
含
む
）
に
市
外

へ
転
出
し
た
場
合
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

投投
票票
所所
入入
場場
整整
理理
券券

世世
帯帯
ごご
とと
にに
郵郵
送送
しし
まま
すす

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
住
民

基
本
台
帳
の
記
録
に
基
づ
き
同
一

世
帯
全
員
の
分
を
ま
と
め
て
封
筒

に
入
れ
て
郵
送
し
ま
す
。

投投
票票
所所
入入
場場
整整
理理
券券
がが

なな
くく
てて
もも
投投
票票
でで
きき
まま
すす

　

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な

か
っ
た
場
合
や
、
汚
し
た
り
紛
失

し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
で

確
認
で
き
れ
ば
、投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
の
際
に
、
投
票
所
受
付
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市市
内内
でで
住住
所所
をを
移移
しし
たた
方方

　

４
月
２
日
ま
で
に
市
内
転
居
の

届
け
出
を
し
た
場
合
は
、
新
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
３
日
以
降
に
転
居
し
た
場

合
は
、
元
の
住
所
地
の
投
票
所
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
。

代代
理理
投投
票票
・・
点点
字字
投投
票票

　

投
票
所
で
は
、
字
を
書
く
こ
と

が
不
自
由
な
方
に
、
係
員
が
投
票

の
秘
密
を
侵
す
こ
と
な
く
投
票
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
に
は

点
字
投
票
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

遠
慮
な
く
投
票
所
の
受
付
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

開開
票票
日日
とと
参参
観観

投投
票票
のの
順順
序序
とと

投投
票票
用用
紙紙
のの
色色

①
稲
城
市
議
会
議
員
選
挙
（
桃
色

の
投
票
用
紙
）

②
稲
城
市
長
選
挙
（
白
色
の
投
票

用
紙
）

※
議
員
定
数
は　

人
で
す
。

２２

表1　郵便等投票ができる方
障害などの程度障害などの区分

1級または2級両下肢、体幹、移動機能
の障害

身体障害者手帳 1級または3級
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸の
障害

1級～3級免疫、肝臓の障害
特別項症～第2項症両下肢、体幹の障害

戦傷病者手帳
特別項症～第3項症

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、
肝臓の障害

要介護5要介護状態区分介護保険の
被保険者証

表2　代理記載投票ができる方
障害の程度障害の区分
1級上肢、視覚の障害身体障害者手帳

特別項症～第2項症上肢、視覚の障害戦傷病者手帳

期日前投票所

開設時間開設期間会場

午前8時30分
～午後8時

4月20日（月）
～25日（土）市役所1階ロビー

午前9時
～午後6時

4月23日（木）
・24日（金）

平尾自治会館
（平尾3－7－1）

午前9時
～午後8時

4月22日（水）
～24日（金）

ｉプラザギャラリー
（若葉台2－5－2）

▲総合体育館駐車場
（有料）

総合グラウンド 
総
合
体
育
館 

総合体育館 

西
駐
車
場 

南駐車場 

（
参
観
時
利
用
可
） 

（参観時利用不可） 

市ホームペー
ジにも掲載さ
れるよ。

稲城市議会議員選挙稲城市議会議員選挙
稲城市長選挙稲城市長選挙
投 票 日  44月月2266日日（（日日））
投票時間  午午前前77時時～～午午後後88時時

稲城市政を託す
大切な選挙だよ。
投票へ
行こう！

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

2 面選挙特集 ��������� 1 ・
主
な
記
事

3 面わがまち稲城・市長コラム
7 面平成27年度予算案の概要 � 6 ・
8 面稲城市介護保険事業計画を策定しました
１0面ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ
１1面4コマまんが「なしのすけが行く」
１2面ヘルスメーター

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
をを

利利
用用
しし
たた
選選
挙挙
運運
動動

○
有
権
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動

画
共
有
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
利
用

し
た
選
挙
運
動
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
が
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し

た
選
挙
運
動
は
引
き
続
き
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
候
補
者
・
政
党
な
ど
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
及
び
電
子
メ
ー
ル

を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
で
き
ま

す
。

※
事
前
運
動
や
未
成
年
者
の
選
挙

苑
、
ひ
ら
お
苑
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

方
な
ど
で
、
表
１
に
該
当
す
る

方
は
、
郵
便
で
の
や
り
と
り
に

よ
っ
て
自
宅
な
ど
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
更
に
、
表

２
に
該
当
し
、
自
ら
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
方
に
は
、
代
理

記
載
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▽
投
票
ま
で
の
流
れ

①
郵
便
等
投
票
証
明
書
が
必
要

で
す
。
証
明
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
を
添
え
て
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
で
き
た
方
に
は
、
証
明

書
を
交
付
し
ま
す
。

②
投
票
用
紙
等
交
付
申
請
に
証

明
書
を
添
付
し
て
、
投
票
日
の

４
日
前
〔
４
月　

日（
水
）〕
ま

２２

で
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

③
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記

載
し
、
投
票
日
ま
で
に
到
達
す

る
よ
う
投
票
用
紙
を
選
挙
管
理

委
員
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
、
４
月　

日（
日
）の
午

２６

後
９
時
か
ら
稲
城
市
総
合
体
育
館

で
行
い
ま
す
。

　

参
観
は
自
由
で
す
が
、
参
観
者

が
多
い
場
合
は
入
場
を
制
限
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
車
で
来
場
さ
れ
る
方
は
、
西
駐

車
場
（
有
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
体
育
館
に
隣
接
し
た
南
駐
車

場
は
、
開
票
事
務
で
使
用
し
ま
す

の
で
、
参
観
の
方
は
ご
利
用
に
な

れ
ま
せ
ん
。

運
動
は
、
引
き
続
き
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
総
務
省
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

第1投票区（稲城第一小学校）
で工事をしております

　稲城第一小学校では工事に伴い正門及び
東門は閉鎖されています。北側よりお越し
の方は、西門をご利用ください。

工事中 

新校舎 

東門（閉鎖） 

正門（閉鎖） 

東門（閉鎖） 

南門 
体育館 

正門（閉鎖） 西門 

第一 
調理場 

投票所 

文 

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所（（1177カカ所所））

投票所周辺道路への、
車の停車はご遠慮くだ
さい。ご協力をよろし
くお願いします。

第３投票区
第四保育園
稲城市大丸607－2

第７投票区
平尾小学校
稲城市平尾3－1－3

第11投票区
向陽台小学校
稲城市向陽台3－2

第６投票区
稲城第四中学校
稲城市押立1768

第10投票区
稲城第七小学校
稲城市矢野口1901－2

第14投票区
長峰小学校
稲城市長峰2－8

第17投票区
稲城第六中学校
稲城市若葉台3－11

第５投票区
稲城第四小学校
稲城市押立1250

第９投票区
ふれんど平尾（談話室）
稲城市平尾1－9－1

第13投票区
城山小学校
稲城市向陽台6－17

第16投票区
稲城第三中学校
稲城市矢野口3043

第４投票区
稲城第二小学校
稲城市坂浜590

第８投票区
大丸地区会館
稲城市大丸251

第12投票区
平尾自治会館
稲城市平尾3－7－1

第15投票区
若葉台小学校
稲城市若葉台4－5

第２投票区
福祉センター
稲城市百村7

第１投票区
稲城第一小学校（左図参照）
稲城市東長沼956

　投票の際は、投票所入場整理券に記載された投票所
をよくご確認ください。投票日当日（4月26日）は、
投票所入場整理券に記載されている投票所以外では、
投票できません。
■問選挙管理委員会事務局

投票日当日は、
必ず投票所入場
整理券で投票所
を確認してね。

稲城第一小学校
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稲城市長
�橋　勝浩

害
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
本

郷
分
室
の
開
設
、
子
育
て
世
帯

へ
の
公
園
駐
車
料
金
割
引
き
、

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者
負

担
軽
減
補
助
金
の
増
額
、
幼
稚

園
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
事

業
に
係
る
補
助
金
の
増
額
、
学

童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
の
民
営
化

と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
本
格
実
施
（
全

校
全
学
年
へ
の
拡
大
）
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

事
業
、
公
費
に
よ
る
介
護
保
険

料
軽
減
の
強
化
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
安
全
安
心
な
生
活

に
は
何
よ
り
医
療
資
源
の
確
保

が
重
要
な
要
素
で
す
。診
療
所
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
計
画
的
誘
致
に

向
け
稲
城
市
医
療
計
画
の
策
定

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
も
に
活
力
あ
る
稲
城
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
ご
協
力
、
そ
し
て
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
新
年
度
当
初

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２７

の
規
模
は　

億
８
４
０
０
万
円

３３６

と
な
り
、
対
前
年
度　

億
６
４

２５

０
０
万
円
、
７
・
１
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

年
度
は
南

２６

山
小
学
校
建
設
に
約　

億
４
９

２３

０
０
万
円
、
第
二
保
育
園
建
替

と
南
山
地
区
の
保
育
園
新
築
に

約
４
億
４
３
０
０
万
円
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
単
年
度
要
因
を
除
く
と
実

質
的
に
は
約
２
億
２
８
０
０
万

円
の
増
額
予
算
で
す
。

　

本
年
度
の
主
な
工
事
は
、 
亀  き

 
山  
下 
公
園
の
築
造
（
第
二
保
育

ざ
ん 
し
た

園
移
転
建
替
の
跡
地
）
、
上
平

尾
の
消
防
出
張
所
新
築
、
第
二

分
団
詰
所
建
替
、
災
害
時
生
活

用
水
井
戸
の
設
置
、
稲
城
長
峰

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
管
理
棟
・
防

災
倉
庫
新
築
、
稲
城
第
一
小
学

校
旧
校
舎
建
替
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
、
稲
城
第
二
小
学
校
校
舎

大
規
模
改
修
、
稲
城
第
七
小
学

校
改
修
、
城
山
小
学
校
水
道
直

結
、
稲
城
第
一
中
学
校
大
規
模

改
修
、
稲
城
第
五
中
学
校
水
道

直
結
な
ど
で
す
。
こ
こ
に
挙
げ

た
工
事
だ
け
で
合
計
約　

億
７

１６

０
０
０
万
円
と
な
る
大
規
模
な

事
業
で
す
。

　

市
で
は
現
在
、
人
口
増
加
に

伴
う
新
規
行
政
需
要
へ
の
対
応

と
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
時

期
が
重
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
歳
入
歳
出
の 
逼  
迫 
し
た
財
政

ひ
っ 
ぱ
く

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
計
画
事

業
の
確
実
な
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
緩
や
か
な
景
気

回
復
と
と
も
に
市
税
収
入
が
０・

５
％
増
え
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
い
、
地
方
消
費
税
交
付

金
が　

・
８
％
増
え
る
一
方
、

６６

地
方
交
付
税
が　

・
３
％
減
り

２９

ま
し
た
が
、
歳
入
の
根
幹
を
な

す
一
般
財
源
総
額
で
は
２
・
７

％
増
と
堅
調
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
編
成
で
特
に
重

点
を
置
い
た
こ
と
は
、
稲
城
市

が
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
躍

進
を
続
け
る
に
あ
た
り
、
定
住

型
で
世
代
交
替
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
・
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
達
成
に
向
け
た
事

業
で
す
。

　

復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
福
島
県
相
馬
市
へ
の
職

員
派
遣
を
継
続
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
の
他
、
地
域
防
災
計
画

を
修
正
し
、
風
水
害
・
火
山
災

平
成　

年
度
当
初
予
算

27
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稲
城
市
の
観
光
資
源
の
一
つ
で

あ
る
大
丸
用
水
と
、
そ
の
周
辺
の

水
田
に
咲
く
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
の
花
を

観
賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■日
 

４
月　

日（
水
・
祝
）

２９

※
れ
ん
げ
観
賞
期
間
＝
４
月　

日
１８

（
土
）〜　

日（
水
・
祝
）

２９

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

※
小
雨
決
行

■場
 

大
丸
地
区
会
館
広
場
ほ
か

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■内
 

○
模
擬
店

○
市
民
団
体
や
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
演
奏
、
ラ
イ
ブ
等

○
竹
細
工
・
お
も
ち
ゃ
作
り

■主
 

大
丸
用
水
れ
ん
げ
ま
つ
り
実
行

委
員
会

▽
協
力　

大
丸
自
治
会
等

観
光
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

れ
ん
げ
咲
く
大
丸
用
水
散
策

①
■日
 

４
月　

日（
土
）

１８

■時
 

■場
 

集
合
＝
午
前
９
時　

分
・
南

５０

多
摩
駅
、
解
散
＝
正
午
・
南
多
摩

駅■内
 

大
丸
用
水
の
歴
史
や
仕
組
み
に

詳
し
い
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し
ま

す
。

■持
 

昼
食

②
■日
 

４
月　

日（
水
・
祝
）

２９

■時
 

■場
 

集
合
＝
午
前
９
時　

分
・
南

５０

■日
 

５
月　

日（
木
）・
６
月
３
日

２８

（
水
）

※
申
し
込
み
は
い
ず
れ
か
１
日

■時
 

午
後
１
時
〜
３
時

■場
 

米
軍
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

（
大
丸
）

※
利
用
規
定
で
定
め
ら
れ
た
エ
リ

ア
に
限
り
ま
す
。

■定
 

１
日　

人
程
度（
申
込
先
着
順
）

３５

■申
 

■先
 

４
月　

日（
水
）よ
り
企
画
政

１５

策
課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
印
鑑
と
本
人
確
認

が
で
き
る
身
分
証
明
書
（
団
体
の

場
合
は
代
表
者
の
み
）
〔
①
運
転

免
許
証　

②
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写

真
付
き
）　

③
パ
ス
ポ
ー
ト
（
コ

ピ
ー
不
可
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

１
点
〕
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
団
体
の
場
合
は
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
が

必
要
で
す
。

※
当
日
施
設
に
入
場
す
る
際
は
、

参
加
者
全
員
の
身
分
証
明
書
が
必

要
で
す
。

■限
 

４
月　

日（
木
）

３０

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

市
内
農
産
物

市
内
農
産
物

栽
培
に
お
け
る

栽
培
に
お
け
る

病
害
虫
対
策

病
害
虫
対
策

　

稲
城
市
で
長
い
歴
史
の
あ
る
果

樹
類
の
栽
培
は
、
年
に
複
数
回
、

病
害
虫
対
策
の
た
め
に
農
薬
を
使

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
農
薬
の
飛
散
を
抑
え
る
防
薬

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置
促
進
や
、
農

薬
散
布
を
周
知
す
る
の
ぼ
り
旗
の

掲
揚
を
徹
底
す
る
な
ど
、
周
辺
環

境
と
共
生
で
き
る
農
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

稲
城
市
経
済
観
光
課
農
政
係
、

東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
支
店

指
導
経
済
課　

1　

・
６
０
０
２

３７７

多
摩
駅
、
解
散
＝
午
前　

時
・
大

１１

丸
地
区
会
館
広
場

■内
 

南
多
摩
駅
か
ら
大
丸
用
水
に
沿

っ
て
散
策
し
、
れ
ん
げ
ま
つ
り
の

会
場
に
到
着
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

■定
 

各　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０

■講
 

い
な
ぎ
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ゼ

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

日
米
親
善
事
業
と
し
て
、
多
摩

サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
内
で
の
散
策
、

自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方
（
個
人
ま
た
は

市
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
）

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。秘書広報課広報広聴係

201520152015
　貫井さんは昨年度、全国中学生テニス選手権
大会への出場や秋の東京都中学校新人大会での
優勝など、輝かしい成績を修めました。
　稲城第四小学校出身の貫井さんは、現在稲城
第四中学校の3年生です。物心がついた頃には
テニスラケットを握っていたという貫井さん。
お父さんが通っていたテニススクールに、ついて
いったことがきっかけでテニスを始めました。
　幼少時代からテニスを続け、テニススクールの選手コースへとステ
ップアップして、小学3年生の頃には大会へ出場し、試合で勝つこと
への喜びを感じられるようになりました。また、試合までの練習成果
を本番で発揮できた時の嬉しさはひとしおだと言います。
　現在、週5回はテニススクールに通っている貫井さん。一回の練習
量は3時間ほどで、様々な練習がある中、最近では体力補強のために
よく走っているそうです。
　そんなテニスが大好きな貫井さんですが、練習のない日や休日には、
ゆっくり体を休めたり、気分転換に学校の友人と買い物へ出かけるこ
ともあるそうです。また、自宅で体幹トレーニングをしたりプロテニ
スプレーヤーの試合を観て、試合運びなども学んでいます。特に、ロ

ジャー・フェデラー選手のプレーは美しく、ま
た、けがをしない選手でもあるので、尊敬して
いるそうです。
　さて、今後の目標を伺ったところ、「今年は
最高学年となるので、全国大会には余裕を持っ
て出場し、優勝を目指したい」と話してくれま
した。また、5年後の東京オリンピックを見据
え、日本代表として出場する夢も力強く語って
くれました。
　練習や大会のサポートをしてくれる両親やコ
ーチ、学校の先生方に感謝を込めてプレーする
貫井さん、今後の飛躍を大いに期待しています。

全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生
テテテテテテテテテテテテテテテニニニニニニニニニニニニニニニススススススススススススススス選選選選選選選選選選選選選選選手手手手手手手手手手手手手手手権権権権権権権権権権権権権権権出出出出出出出出出出出出出出出場場場場場場場場場場場場場場場

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫井井井井井井井井井井井井井井井 健健健健健健健健健健健健健健健司司司司司司司司司司司司司司司さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん
ぬく い けん じ

▲南山小学校

▲稲城第一小学校

▲子ども家庭支援センター本郷
分室

多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

春春
のの
散散
策策
をを

実実
施施
しし
まま
すす

 開催します！

大丸用水大丸用水
れんげまつりれんげまつり

大丸地区会館 

■先 ■問 経済観光課観光係経済観光課観光係



27・4・15 代表電話は042－378－2111　（4）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

▽
4
月
の
作
業
日
・
地
区　

4
／　
（
火
）・
大
丸
、
4
／　
（
火
）・
平
尾
、
4
／　
（
火
）・
百
村
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、

14

21

28

土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

皆
さ
ん
で

皆
さ
ん
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

資資
源源
ごご
みみ集集団団

回回
収収

　

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
は
、

機
種
・
販
売
店
な
ど
問
わ
ず
、
通

販
で
の
購
入
分
も
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
（
左
表
参
照
）
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
購
入
す
る
前
に
環
境
課
へ
「
生

ご
み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
申
請

公園予定地 
14.7ha

公園予定地 
15.1ha

小田良地区 
29.3ha

上平尾地区 
25.1ha

小田良地区 
29.3ha

上平尾地区 
25.1ha

多3・4・36多3・4・36

多
3・
4・
17

稲城市公共下水道（汚水）第三期事業予定区域 

施工済み箇所 

平成27年度施工予定箇所 
（①～③） 

第三期公共下水道事業区域  約212 ha

第三期事業区域 
（平成19～27年度事業認可区域）  約191 ha

小田良区画整理予定地区 

上平尾区画整理地区 

3

1

若葉台駅 

至町田 至町田 

　

坂
浜
平
尾
地
区
の
汚
水
整
備
は

平
成　

年
度
に
約　
　

を
第
三
期

１９

２１２
ha

事
業
区
域
と
定
め
、
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
①
鶴
川

街
道
（
稲
城
市
若
葉
台
都
県
境
〜

 
於  
部  
屋 
バ
ス
停
付
近
）
周
辺
と
②

お 

へ 

や

上
平
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

（
事
業
区
域
内
北
側
）
、
③ 
小  
田  

こ 

だ

 
良 
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
（
事

ら業
区
域
内
西
側
）
周
辺
の
３
箇
所

の
区
域
で
汚
水
管
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
（
合
計
約　

・
６　

、

２４

ha

下
図
参
照
）
。

　

下
水
道
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
坂
浜
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
や
鶴
川
街
道
拡
幅

計
画
な
ど
と
、
整
合
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
の
連
休
中
に
収
集
中
止
期

間
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

①
し
尿
及
び
浄
化
槽
残
渣
物

ざ
ん 
さ

　

多
摩
川
衛
生
組
合
し
尿
処
理
施

設
補
修
工
事
の
た
め
、
し
尿
汲
み

取
り
等
を
お
受
け
す
る
こ
と
が
で

し
尿
汲
み
取
り
等

し
尿
汲
み
取
り
等

及
び
発
泡
ト
レ
イ
・

及
び
発
泡
ト
レ
イ
・

ス
チ
ロ
ー
ル

ス
チ
ロ
ー
ル

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

収
集
中
止

収
集
中
止

　

家
庭
用
プ
リ
ン
タ
の
普
及
に
伴

　

資
源
ご
み
集
団
回
収
と
は
、
自

治
会
や
管
理
組
合
、
子
ど
も
会
な

ど
、
地
域
の
団
体
が
自
主
的
に
古

新
聞
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源
物

を
集
め
て
、
市
へ
登
録
し
た
回
収

業
者
へ
引
き
渡
す
活
動
の
こ
と
で
、

▲

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
箱

　

ま
た
、
整
備
区
域
や
周
辺
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■問
 

下
水
道
課
計
画
工
事
係

　

市
は
「
生
物
多
様
性
い
な
ぎ
戦

略
」
に
基
づ
き
、
特
定
外
来
生
物

の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
防
除
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
定
外
来
生
物
と
し
て
環
境
省

に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
生
物
は
、

在
来
生
物
の
生
態
系
や
農
林
水
産

業
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
飼
養
、栽
培
、

保
管
及
び
運
搬
な
ど
の
取
り
扱
い

は
一
部
の
例
外
を
除
き
原
則
と
し

て
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
定
外
来
生
物
に
該
当
す
る
植

物
が
自
宅
の
庭
に
生
え
て
い
る
場

合
な
ど
、少
量
を
防
除
す
る
時
は
、

根
か
ら
引
き
抜
き
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
密
閉
し
て
燃
え
る
ご
み
と

し
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
除
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
場

合
や
大
量
に
防
除
を
行
う
場
合
、

植
物
以
外
の
特
定
外
来
生
物
を
防

除
す
る
際
は
、
実
施
前
に
環
境
省

関
東
地
方
環
境
事
務
所
（
1　

・
０４８

書
は
環
境
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

き
ま
せ
ん
。

▽
中
止
期
間　

５
月
１
日（
金
）〜

７
日（
木
）

②
発
泡
ト
レ
イ
・
ス
チ
ロ
ー
ル
回

収
ボ
ッ
ク
ス

▽
中
止
期
間　

５
月
１
日（
金
）〜

７
日（
木
）

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

現
在
、
市
内　

団
体
が
登
録
し
て

６８

い
ま
す（
平
成　
年
３
月
末
現
在
）。

２７

　

集
団
回
収
は
、
循
環
型
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
た
め
の
実
践
的
な
協

働
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
実
施

団
体
」
「
行
政
」
「
回
収
業
者
」

の
三
者
が
協
力
す
る
こ
と
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
よ
っ
て
地
域
で
の
交
流

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
や
、
回
収

量
に
応
じ
て
補
助
金
が
出
る
な
ど
、

実
施
団
体
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

■対
 

自
治
会
や
管
理
組
合
、
子
ど
も

会
な
ど
市
内　

世
帯
以
上
の
団
体

２０

※
補
助
額
・
対
象
品
目
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
請
を
し
な
い
と
補
助

金
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家庭用生ごみ処理容器家庭用生ごみ処理容器
購入費の一部を助成!!購入費の一部を助成 ! !

■先 ■問 環境課ごみ・環境課ごみ・
リサイクル係　　リサイクル係

コンポスター

助成上限額（1基あたり）長所特徴種別

容量190リットル未満
＝3,000円

容量190リットル以上
＝6,000円

電動式と比べ、
安価に購入でき
ます。

庭・畑があるご家庭
向きです。枯葉や腐
葉土と生ごみを混ぜ
ることで、微生物が
生ごみを分解し、堆
肥になります。

生
ご
み 
堆  
肥 
化
容
器

た
い 

ひ

（
コ
ン
ポ
ス
タ
ーな

ど
）

共同住宅向きです。
消化酵素入りの基材
と生ごみを混ぜるこ
とで、生ごみが分解
され、消滅します。

生
ご
み
減
容
器

（
く
う
た
く
ん
な
ど
）

10,000円
かき回す手間が
無く、どなたで
も簡単に使用で
きます。

屋内使用にお勧めで
す。スイッチ１つで
ごみを処理してくれ
ます。

電
動
生
ご
み

処
理
機

※機種・販売店を問わず、購入金額の2分の1の額を助成します（上限額は上表参照）。
※「生ごみ処理容器」は、上記以外にも様々な種類がありますので、詳しくは販売店やメーカーにお問
い合わせください。

坂坂
浜浜
地地
区区
のの

下下
水水
道道
事事
業業

（（
汚汚
水水
））

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い　
!!!!

使使
用用
済済
みみ
イイ
ンン
クク

カカ
ーー
トト
リリ
ッッ
ジジ
のの

リリ
ササ
イイ
クク
ルル

い
、
国
内
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
の
年
間
消
費
量
は
約
２
億
個
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
、
市
役
所
・
出
張
所
・
文
化

セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育
館
・
中
央

図
書
館
な
ど
に
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
専
用
の
回
収
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
使
い
終
わ
っ
た
イ
ン

平
成

年
度

平
成　

年
度

2727

住住
宅宅
用用

創創
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー

機機
器器
等等
導導
入入

促促
進進
事事
業業

ま
す
。

　

申
請
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
契
約
関
係
書
類
や
領
収
書
等

の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
度
に
自
家
消
費
を

２７

主
た
る
目
的
と
し
て
、
住
宅
に

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
（
機
器

等
は
未
定
）
を
導
入
し
た
世
帯

※
付
帯
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

全
て
の
世
帯
が
対
象
と
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
参
考　

昨
年
度
補
助
対
象
機

器　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
、
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係

　

市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
地
球
温
暖
化
対
策
・
電
力
需

給
状
況
安
定
化
に
向
け
、
住
宅

用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
の
導

入
に
あ
た
っ
て
の
補
助
制
度
を

実
施
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
機
器
・
補
助
単
価
・

補
助
上
限
等
の
詳
細
は
、
改
め

て
広
報
い
な
ぎ
で
お
知
ら
せ
し

　

焼
却
設
備
を
使
用
せ
ず
に
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
こ
と
〔
野
外
焼
却

（
野
焼
き
）
〕
は
法
律
や
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
農
地
で
の
害
虫
駆
除
や
神
事

な
ど
の
伝
統
行
事
に
よ
る
焼
却
行

為
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
合
で
も
生
活
環
境
へ
の
配
慮
が

必
要
で
あ
り
、
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
が
あ
る
場
合
は
指
導
の
対
象

と
な
り
ま
す
。　

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

禁禁
止止
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす

野
外
焼
却

野
外
焼
却

（
野
焼
き
）

（
野
焼
き
）

　

・
０
８
１
７
）
に
ご
相
談
く
だ

６００さ
い
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

▲オオキンケイギク（写真提供：環境省）

規制されています規制されています

特特定定外外来来生生物物のの
取取りり扱扱いい

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
回
収
箱
へ
入

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、上
記
の
設
置
施
設
で
は
、

施
設
内
に
使
用
済
み
小
型
電
子
機

器
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係



（5）　代表電話は042－378－2111 27・4・15

業
務
終
了
し
ま
す

業
務
終
了
し
ま
す

住
基
カ
ー
ド

住
基
カ
ー
ド

発
行
発
行
・
交
付
事
務
、

・
交
付
事
務
、

住
基
カ
ー
ド
向
け

住
基
カ
ー
ド
向
け

電
子
証
明
書
発
行

電
子
証
明
書
発
行

　

市
で
は
、
市
民
生
活
の
安
定
を

目
的
に
市
民
く
ら
し
の
相
談
（
下

表
参
照
）を
実
施
し
て
い
ま
す（
相

談
無
料
、
個
人
の
秘
密
厳
守
）
。

▽
予
約
方
法　

前
日
の
午
前
８
時

　

分
か
ら
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

３０さ
い
。
第
２
日
曜
日
の
法
律
相
談

の
み
、
前
週
の
金
曜
日
午
前
８
時

　

分
か
ら
予
約
が
で
き
ま
す
。
住

３０宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
は
、
毎
月
第

１
水
曜
日
の
相
談
は
前
月　

日
ま

２５

で
、
毎
月
第
３
水
曜
日
の
相
談
は

当
月　

日
ま
で
予
約
を
受
け
付
け

１０

ま
す
。

※
日
程
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
「
広
報
い
な
ぎ
」

最
終
面
の
医
療
・
相
談
あ
ん
な
い

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
専
用
電
話　

1　

・
２
２

３７８

８
６

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

市
民
市
民く

ら
し
の
相
談

く
ら
し
の
相
談

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
児
童
館

や
ｉ
プ
ラ
ザ
で
手
遊
び
や
折
り
紙

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
子
同

士
が
交
流
で
き
る
き
っ
か
け
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
と
ふ
れ

あ
い
た
い
方
、
子
育
て
中
の
保
護

者
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
だ
さ

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 参

加
者
募
集

参
加
者
募
集

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

養
成
講
座

第

期
33ジ

ュ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

市
内
の
色
々
な
地
域
・
学
年
の

仲
間
と
一
緒
に
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
地
域
や
学
校
で
積

極
的
に
活
動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
身
に
付
け
ま
す
。

■対
 

小
学
５
年
〜
中
学
３
年
生
で
次

の
条
件
に
全
て
当
て
は
ま
る
方

○
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で

き
る
こ
と

○
自
力
で
野
外
活
動
が
で
き
る
体

力
が
あ
る
こ
と

○
団
体
行
動
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

活
動
に
一
人
で
参
加
で
き
る
こ
と

■日
 

５
〜　

月
の
７
回（
上
表
参
照
）

１２

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■内
 

室
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
野
外
活
動

の
他
、
夏
季
に
は
２
泊
３
日
の
宿

泊
研
修
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

青
年
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

年
齢
や
生
活
環
境
の
異
な
る
仲

間
と
、
野
外
研
修
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
地
域
や
社
会
で
実
践
で
き
る

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

■対
 
　

〜　

歳
の
方

１６

２６

■日
 

５
月
〜
翌
年
３
月
の
全
６
回

※
そ
の
他
、
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー

セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
行
事
へ
の
参
加

も
あ
り
ま
す
。

■内
 

稲
城
市
な
ら
で
は
の
自
然
、
文

化
、
人
材
等
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム

◆
共
通
事
項

　

詳
細
は
、
児
童
青
少
年
課
、
各

文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■費
 

２
千
円
（
年
額
）

※
夏
季
宿
泊
研
修
の
費
用
は
別
途

必
要
で
す
。

■申
 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

に
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
４
月

　
日（
木
）か
ら
受
け
付
け
ま
す（
午

１６前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
、
た
だ

３０

し
土
、
日
曜
日
を
除
く
）
。

青
少
年
委
員
が

青
少
年
委
員
が　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

市
の
外
国
人
人
口
は
１
千
人
を

越
え
、
ま
た
市
内
で
は
外
国
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な
ど
、

様
々
な
国
際
交
流
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
け
る
方
の
事
前
登

録
制
度
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

２０

■日
 

■内
 

左
表
の
と
お
り

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域

振
興
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
１５

■費
 
　

円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加

３００
入
費
）

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
水
）

２０

さ
い
。
登
録
申
込
書
は
市
民
協
働

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各

文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
他
、
市
ホ

　

ほ
め
方
の
コ
ツ
、
子
ど
も
へ
の

接
し
方
な
ど
が
学
べ
る
ペ
ア
レ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
小
学
１
〜
３
年
生

の
保
護
者

※
全
回
参
加
で
き
る
方
、
こ
れ
ま

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

子
育
て
力

子
育
て
力
向
上
講
座

向
上
講
座

講座の日程
5月13日（水）第1回
5月20日（水）第2回
5月27日（水）第3回
6月  3  日（水）第4回
6月10日（水）第5回
6月17日（水）第6回
6月24日（水）第7回
7月  1  日（水）第8回
7月  8  日（水）第9回

で
当
方
主
催
の
講
座
に
参
加
し
た

こ
と
が
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

■日
 

左
上
表
の
と
お
り

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
本

郷
分
室

■定
 

８
人
（
申
込
先
着
順
）

■費
 

無
料

※
き
ょ
う
だ
い
の
保
育
あ
り
（
原

則
１
歳
半
以
上
の
未
就
園
児
に
限

り
ま
す
）
。

■申
 

４
月　

日（
金
）午
前
９
時
か
ら

１７

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子育てサポーター養成講座
内容期日（全7回）

オリエンテーション
子育てサポーターの活動について5月28日（木）

傾聴について6月  4  日（木）
絵本の楽しみ方・読み聞かせの仕方6月11日（木）
乳幼児の母親を支えるために大切なこと6月18日（木）
実践（うた・パネルシアター・作って遊ぼう）6月24日（水）
みんなで遊ぼう（子育てサポーターを知る）7月  2  日（木）
講座のまとめ　修了式7月  9  日（木）

時間相談日相談員相談の内容相談の種類

午前9時～正午
（定員5人

1人30分）

毎月
第1・3・4火曜日
第1・2・3・4木曜日
第2日曜日

弁護士

離婚問題、遺産相続、
土地・家屋の賃貸借問
題、金銭の貸し借り、
自己破産など法律的問
題

法律相談
（1案件につき1回）

午前9時
～11時30分

（定員3人
1人50分）

毎月
第2火曜日弁護士

被害者・加害者の損害
賠償の問題、示談の方
法、保険の手続きなど

交通事故相談
（予約随時）

午後1時30分
～4時30分

（定員3人
1人60分）

毎月
第1・3金曜日

法務省人権擁護
委員

夫婦・家族の間での不
和や争い、近所トラブ
ルなど、人権侵害に関
わること

人権・身の上相談
（前日までに予約）

午後1時30分
～4時30分

（定員4人
1人40分）

毎月
第2火曜日

総務省行政相談
委員

国や独立行政法人等の
仕事についての苦情や
疑問など

行政相談
（前日までに予約）

毎月
第3火曜日

東京都行政書士
会府中支部会員

離婚、相続、遺言、契
約など、くらしの中で
生じる書類の作成、手
続きに関すること

遺言書作成など
くらしの書類作成相
談

毎月
第2・4水曜日

東京都宅地建物
取引業協会府中
稲城支部会員・
東京都不動産鑑
定士協会会員

不動産の契約更新・解
除、アパートの立退料・
家賃の値上げ、土地の
価格や不動産の売買・
交換、地代・更新料な
ど

不動産相談

毎月
第2木曜日

東京司法書士会
多摩支部会員

土地建物の名義変更な
ど登記に関すること

不動産の相続、贈与
等の登記相談

毎月
第3木曜日

東京税理士会日
野支部会員

相続税、贈与税、所得
税など税金に関するこ
と

税務相談

毎月
第1・3水曜日

稲城市住宅リフ
ォーム協議会会
員

住まいの修繕・増改築
などリフォームに関す
ること

住宅リフォーム相談

午前10時～正午、
午後1時～3時

毎週
月～金曜日

消費生活専門相
談員

不当請求、訪問販売な
ど、消費者トラブルに
関すること

消費者相談
（相談電話

378－3738）

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」
を
作
り
、

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■内
 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
国
際
交
流
活
動
の
趣
旨
を
理
解

し
活
動
に
積
極
的
に
参
加
を
希
望

す
る
方

②
代
表
者
は　

歳
以
上
で
、
市
内

２０

に
在
住
し
家
族
全
員
の
同
意
を
得

て
い
る
方

③
部
屋
の
提
供
な
ど
快
適
で
安
全

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
訪
れ
る
方
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
意
思
が
あ
る
方

※
原
則
と
し
て
活
動
は
無
報
酬
で
、

経
費
の
負
担
も
行
い
ま
せ
ん
。

■申
 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ

　

４
月
１
日
付
で
９
人
の
方
が
青

少
年
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２９

３１

の
２
年
間
で
す
。

　

青
少
年
委
員
は
、
各
地
区
の
青

少
年
育
成
地
区
委
員
会
か
ら
の
推

薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア

ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
青
年
ワ
ー

カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

事
業
を
企
画
・
運
営
す
る
な
ど
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
あ
た
り
ま

す
。

▽
青
少
年
委
員

○
坂
野　

悦
子
氏
（
大
丸
）

○
成
木　

憲
子
氏
（
東
長
沼
）

○
宮
嶋　

勝
康
氏
（
坂
浜
）

○
榎
本　

修
明
氏
（
坂
浜
）

○
村
上　

清
水
氏
（
長
峰
）

○
宮
腰　

大
輝
氏
（
百
村
）

○
遠
藤　

侑
氏
（
東
長
沼
）

○
千
葉　

俊
二
氏
（
若
葉
台
）

○
坂
本　

太
郎
氏
（
百
村
）

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係

登
録
者
募
集

登
録
者
募
集

ホ
ス
ト

ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー

 
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

バ
ン
ク

バ
ン
ク

▲

昨
年
の
夏
季
宿
泊
研
修
の
様
子

セミナーの日程・内容
開講式5月17日（日）第1回

仲間づくりゲーム6月14日（日）第2回

キャンプ研修7月4日（土）・5日（日）第3回

夏季宿泊研修8月1日（土）～3日（月）第4回

ものづくり9月13日（日）第5回

市外に出て遊ぼう11月8日（日）第6回

閉講式12月13日（日）第7回

子
ど
も
家
庭

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー

■先
 

■問
 

11　

・
0
1
0
6

・
0
1
0
6

370370

日（
月
）で
終
了
予
定
で
す
。
ま

た
、
住
基
カ
ー
ド
向
け
電
子
証

明
書
発
行
・
更
新
・
失
効
事
務

は　

月　

日（
火
）を
も
っ
て
終

１２

２２

了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
交

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
有
効
期
間
が
終
了
す
る
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。

※
平
成　

年
１
月
か
ら
は
電
子

２８

証
明
書
が
搭
載
さ
れ
た
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
る
予

定
で
す
。

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

　

平
成　

年
１
月
よ
り
個
人
番

２８

号
カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の

交
付
事
務
は
平
成　

年　

月　

２７

１２

２８

■限
 

４
月　

日（
金
）

２４

■主
 

稲
城
市
青
少
年
委
員
会

■先
 

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係

▲昨年のセミナーの様子

参 加 者 募 集

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■先
 

■問
 

市
民
協
働
課
協
働
推
進
係



凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

27・4・15 代表電話は042－378－2111　（6）

【健康の保持・増進と医療の充実】  12億8,552万円
○健康づくりの推進〔妊婦健診、乳幼児健診、予防接
種（高齢者の肺炎球菌感染症、風しん抗体検査、ヒ
トパピローマウイルス感染症、Ｈｉｂ感染症、小児
の肺炎球菌感染症、四種混合、水痘など）、健康づく
り推進事業、健康プラザ運営事業、国民健康保険特
定健診・特定保健指導の実施、感染症予防事業など〕

○医療体制の充実（医療費助成受付事務事業、かか
りつけ医推進事業、市立病院改築工事、市立病院
医療器械・備品購入、休日急病診療事業など）

【社会福祉の充実】 ������� 99億3,775万円
○地域福祉の推進（社会福祉協議会運営費補助事業、
成年後見制度等利用者支援事業、福祉センター事業、
権利擁護センター事業、民生委員・保護司関係費、戦
没者援護関係事業、保健福祉推進委員会関係費など）
○高齢者福祉の充実（介護予防・地域支え合い事業、
在宅高齢者支援事業、高齢者住宅維持管理経費、老人
福祉施設整備・措置関係費、老人福祉週間事業など）
○障害者（児）福祉の充実（心身障害者福祉関係事
務事業、心身障害者福祉手当等関係事業、心身障
害者団体等市補助事業、在宅心身障害者ヘルプ事

【快適な環境への改善と保全の推進】
 ��������������� 14億1,895万円
○環境負荷低減の推進（環境管理事務、公園灯のＬ
ＥＤ化など）
○循環型社会づくり（ごみ減量再資源化推進事業、
東京たま広域資源循環組合三多摩は一つなり交流
事業、 塵  芥 収集運搬処理事業、高温水設備保守点

じん かい

検委託、し尿収集運搬処理事業、浄化槽管理指導
事業など）
○快適な生活環境の確保と清潔なまちづくり（公害
対策事業、清掃思想普及事業など）

【産業の振興】 ���������� 1億9,136万円
○都市農業の振興〔農業後継者等育成事業、農業環
境対策推進事業（防薬対策事業補助金、防臭対策
事業補助金など）、地産地消推進事業、都市農業
推進事業、農産物品評会経費など〕
○地域社会との共生をめざす製造業・情報通信業な
どの工業の育成〔商工会補助金（産業大学講座事
業、住宅改修等補助事業など）〕
○市民生活を豊かにする商業の活性化〔商工会補助
金（地域認証ブランド創出事業など）、商店街振
興経費（新・元気を出せ商店街事業補助金、商店
会活性化事業補助金など）など〕
○まちの賑わいの創出［小口事業資金融資あっせん
事業経費（信用保証料補助金の見直しなど）、商
工会経費〔小規模事業者経営改善資金（マル経）
利子補給補助など〕など］
○観光・スポーツ・レクリエーションを通じたまち
の活性化〔観光推進事業（大丸用水れんげまつり
事業補助金、観光発信拠点の整備など）、Ⅰのま
ちいなぎ市民祭事業産業まつり部門補助金など〕

【安定した消費生活の推進】 ������ 1,226万円
○市民の消費生活に関する意識啓発（市民相談事業、
生活資金融資あっせん事業経費、消費者ルーム運
営事業、消費者教育推進事業の実施など）
○市民の消費生活環境に対する意識啓発の推進（く
らしフェスタ開催事業委託）

【生きぬく力の育成】 ������ 39億6,410万円
○幼児期の教育の振興（私立幼稚園協会補助金、私
立幼稚園就園奨励費補助金、私立幼稚園等園児保
護者負担軽減補助金など）
○義務教育の充実（教育研究・研修に関する経費、
教育指導に関する経費、教育センター運営に関す
る経費、小・中学校管理運営費、第二小学校大規
模改修工事、第一中学校大規模改修等工事、小・
中学校教育振興費、小・中学校特別支援学級費、
ニュータウン内小・中学校などの買取事業、学校
給食共同調理場管理運営費など）
○青少年の健全育成（稲城ふれあいの森事業、成人式経
費、放課後子ども教室事業、青少年育成地区委員会関
係費、青少年委員関係費、青少年指導者養成事業など）

【生涯学習の推進】 ������� 13億5,158万円
○生涯にわたる学習・文化・芸術活動などの振興（生
涯学習推進事業、Ⅰのまちいなぎ市民祭事業文化
祭・芸術祭部門補助金、社会教育関係団体補助金、
生涯学習だより「ひろば」発行など）
○社会教育の充実〔公民館主催事業（稲城フェステ
ィバル、稲城寄席など）、自主的学習グループ援
助事業、文化センター管理運営費、ｉプラザ整備
運営事業、図書館事業、城山体験学習館管理運営
事業、ブックスタート事業など〕
○文化財の保存と活用（文化財講座、文化財調査報
告書等印刷、郷土芸能まつりの実施など）
○スポーツ・レクリエーション活動の振興（学校等
開放経費、稲城市スポーツ推進計画の策定、社会
体育施設管理運営経費、市立公園内体育施設管理
運営経費、体力づくり運動推進経費、市民体育大
会運営経費、ヴェルディ支援推進事業など）

業、自立支援給付等事業、障害児支援事業、発達
支援センター事業、地域生活支援事業など）
○子育て支援の充実（子ども・子育て会議運営事業、子
どものための教育・保育給付事業、保育所等運営委託
事業、第三～第五保育所運営事業、認証保育所運営等
事業、民間保育所振興費補助事業、保育所施設整備事
業、学童クラブ運営・整備事業、児童館運営事業、子
育て支援事業、児童手当給付事業、乳幼児医療費助成
等事業、子育て世帯臨時特例給付金支給事業など）

○ひとり親家庭への支援〔母子父子関係事業（ひと
り親家庭等医療費助成、ひとり親家庭児童入学援
助金、ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業委
託、ひとり親家庭自立支援給付金など）〕
○低所得者などへの支援（生活困窮者自立相談支援
等事業、事業面接相談員の配置、中国残留邦人等支
援・相談員の配置、生活保護就労支援員の配置、生
活保護事業、生活保護法外援護事業、中国残留邦人
等生活支援事業、臨時福祉給付金支給事業など）

【社会保険制度の推進】 ����� 22億2,128万円
○医療保険制度や年金制度の推進（国民健康保険事
業特別会計繰出金など）
○介護保険制度の推進〔地域包括ケアシステムの構
築（生活支援・介護予防サービスの基盤整備の促
進）、介護保険料の改定、公費による介護保険料
軽減の強化など〕

2
の柱

人と文化を育む
ふれあいのあるまちづくり

53億1,568万円

１
の柱

だれもが健康で安心して
ともに暮らせるまちづくり

134億4,455万円

4
の柱

環境にやさしく
活力あふれるまちづくり

16億2,257万円

【市民参加の拡充】 ���������� 8,133万円
○市民協働の推進（地域振興プラザ関係事業）
○行政情報の透明化（情報公開・個人情報保護関係
費、文書管理関係費、資産公開関係費、広報広聴
活動事業など）

【行政サービス向上のための行財政】  38億7,150万円
○健全な行財政運営（ふるさと納税に対する特典の品の
充実、議会関係費、企画事務費、税務総務費、基幹統
計費、職員管理費、法制執務関係費、電算管理運営費、
庁用自動車関係費、各種基金の積立、賦課徴収費、庁
舎維持管理費、複合施設ふれんど平尾施設管理費など）

○自治体間の連携推進（霊園・メモリアルホール整
備事業、環境衛生関係負担金）
○適正な人事管理（職員管理費、職員研修費）
○情報通信技術の活用（社会保障・税番号制度に伴
う庁内システムの整備及び改修、個人番号カード
関係事業、平尾・若葉台出張所経費など）

6
の柱

市民とともに歩むまちづくり
39億5,283万円

【安心して暮らせるまちづくり】 � 22億6,068万円
○計画的な土地利用の推進（都市計画審議会関係費、
生産緑地地区都市計画変更図書作成委託など）

○市街地の整備（榎戸・矢野口駅周辺・稲城長沼駅
周辺・南多摩駅周辺・南山東部・上平尾・小田良
土地区画整理事業）

○充実した道路網の整備〔道路改修整備事業（多7・
4・5号線整備など）、道路維持補修等経費、街路
樹等維持管理経費〕

○河川・水路の整備（公水路維持補修等経費、公水路等浚
渫事業、排水門管理経費、雨水排水ポンプ場管理経費）

【安全で快適なまちづくり】 ���� 12億731万円
○鉄道・バス交通の充実〔南武線連続立体交差事業、
Ⅰバス事業（地域公共交通会議の運営、循環バス
運行補助金など）〕

○交通安全の推進（交通安全推進経費、交通安全施
設等整備管理経費、自転車対策経費）

○下水道の整備〔公共下水道事業（第三期、南山東部など）、
業務経費、維持管理経費、公共下水道の資産調査及び評
価等業務、稲城市下水道総合地震対策計画の策定など）〕

【豊かな水と緑のあるまちづくり】 � 4億5,042万円
○緑を守り育てる〔自然環境保全緑化推進事業（保
全地域助成補助金など）〕

○楽しく魅力ある公園づくり〔公園建設事業（ 亀 山    
き ざん

 下 公園築造工事、稲城中央公園舗装補修工事な
した

ど）、公園維持管理事業、公園活用事業など〕
○水と緑のネットワークづくり（多摩川サイクリン
グロード整備事業）

5
の柱

水と緑につつまれた
やすらぎのあるまちづくり

39億1,841万円

【地域で育む共生意識と活気あふれる地域交流】
 ������������������� 734万円
○人権の尊重（人権問題啓発事業、市民憲章運動推
進事業、アドボカシー室運営事業）

○平和で友愛に満ちた社会の推進〔平和都市宣言関
係事業（平和コンサートなど）〕

○男女共同参画社会の推進〔男女平等参画関係事業

（女性問題を考えるフォーラム事業、第四次男女
共同参画計画の策定など）〕

【コミュニティの充実と交流の推進】 �� 3,188万円
○コミュニティの育成支援〔自治会等関係費（自治
会への加入促進、地区会館・集会所指定管理料、
自治会集会施設等建設費補助金など）、Ⅰのまち
いなぎ市民祭事業補助金など〕
○市域を越えた交流の推進（姉妹都市交流事業など）
【安全安心なまちづくり】 ����� 8億5,479万円
○防災対策の推進（地域防災計画の修正、民間建物
の耐震改修の促進、災害対策備蓄資機材事業、災
害対策訓練事業、コミュニティ防災センター管理
事業、自主防災組織育成事業など）
○地域ぐるみの防犯活動〔通学路への防犯カメラの
設置、「子ども110番の家」プレート製作、地域
安全情報メール配信、防災行政無線による注意喚
起（緊急時）、多摩稲城防犯協会負担金など〕
○消防体制の充実〔消防施設・設備の充実（高規格救急
自動車及び高度救命処置用資機材の更新整備、稲城
市消防出張所新築工事など）、消防団関係経費など〕

○救急体制の充実（公共施設のＡＥＤの拡充、救急
医療情報システム、救命講習など）

3
の柱

だれもが心豊かに暮らせる
平和で安全なまちづくり

8億9,401万円

第四次長期総合計画に第四次長期総合計画に
基づく平成基づく平成2277年度予算の年度予算の
主な事業主な事業
※各項目の金額は平成27年度当初予算から抜粋した金額であるため、各項目の合計と予算総額は一致しません。

666666666666666つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつのののののののののののののののののののののののののの柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱つの柱66つつのの柱柱
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　平成27年度当初予算が、2月27日から開かれた市議会第1回定例会で
可決成立しました。予算総額は下表のとおりで、全会計で611億9,943
万円、前年度当初予算に比べ1.5％の減となりました。市の予算の中心
となる一般会計の予算規模は、336億8,400万円と、前年度当初予算に
比べ7.1％の減となりました。
　平成27年度の予算の特徴は、以下の3点を基本に取り組む予算として
います。
①将来を見据えた健全な財政を維持しながら、長期総合計画の主要な事
務事業等に取り組みます。
②東日本大震災の被災地支援を継続するとともに、稲城市民の安全を最
優先に防災・減災対策にも計画的に取り組みます。
③保育所及び学童クラブの待機児童の解消など子育て支援対策に積極的
に取り組みます。

■問財政課財政係

■主な見直し事業 �������������������������� （単位：千円）
予算額
（影響額）事　業　内　容事　業

1,064,552
（84,936）

第6期事業計画期間（27年度～29年度）における介
護サービス所要量を推計し、新保険料を定める。月額
基準額は4,800円とし、現行の4,400円から400円引
き上げるとともに、所得水準に応じた保険料設定を行
うために、保険料の所得段階を現行の7段階から9段
階へ細分化する。
※影響額は基準額の引上げ額に第1号被保険者数を乗
じて得た額

介護保険料の改定

0
（△49）

母子栄養強化事業については、これまで、妊婦健康診
査の充実や妊産婦及び乳幼児の栄養相談・指導の取組
を進めてきたことにより食生活改善の意識向上が図ら
れ、一定の効果があり、本事業の目的を達成したと判
断したことから、廃止する。
※影響額は、前年度歳出予算額との差額

母子栄養強化事業の廃
止

平成27年度会計別予算

増減率
％

Ｃ
増減額
（Ａ－Ｂ）

Ｂ
平成26年度
予算額

Ａ
平成27年度
予算額

区分

△7.1△25億6,400万円362億4,800万円336億8,400万円一 般 会 計

16.812億6,383万円75億3,207万円87億9,590万円国民健康保険事業
特 別 会 計

△5.3△1億3,436万円25億4,712万円24億1,276万円土地区画整理事業
特 別 会 計

7.61億9,322万円25億3,339万円27億2,661万円下 水 道 事 業
特 別 会 計

△5.0△2億1,811万円43億4,565万円41億2,754万円介 護 保 険
特 別 会 計

7.89,640万円12億2,814万円13億2,454万円後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

5.44億1,751万円77億1,057万円81億2,808万円病 院 事 業 会 計

△1.5△9億4,551万円621億4,494万円611億9,943万円合　　計

■主な新規事業 ��������������������������� （単位：千円）
予算額事　業　内　容事　業

5,760
児童に対する犯罪の抑止及び登下校時の見守り活動の
補完として、小学校の通学路に順次、防犯カメラを設
置する。

通学路への防犯カメラ
の設置

2,544
市の魅力を向上させ、地域の活性化及び観光事業の推
進を図るため、大河原邦男氏がデザインした作品を活
用したポスターやオブジェを作製する。

大河原邦男氏関連作品
を活用した観光推進事
業

14,000

地域包括支援センター2カ所に認知症地域支援推進員
（認知症コーディネーター）を配置し、認知症に関す
る相談の受け付けと認知症の疑いのある人を訪問して
認知症の症状を把握し、適切な医療・介護サービス等
の支援につなげる。

地域包括ケアシステム
の構築（認知症施策の
推進）

20,023平成27年4月に開設する稲城市子ども家庭支援センタ
ー本郷分室の運営のための経費を計上する。

稲城市子ども家庭支援
センター本郷分室の開
設

873
第二次稲城市消防基本計画が平成27年度で計画期間
が終了することから、平成28年度から10年間の計画
となる第三次稲城市消防基本計画を策定する。

第三次稲城市消防基本
計画の策定

■主なレベルアップ事業 ���������������������� （単位：千円）
予算額
（影響額）事　業　内　容事　業

873
（873）

ふるさと納税に対する特典を、市広報1年分及び市内
散策マップに加え、稲城の太鼓判や大河原邦男氏関連
のピンバッジ等を追加する。

ふるさと納税に対する
特典の品の充実

210,967
（△1,754）

乳幼児・児童等を対象とした定期予防接種について、
南多摩5市（八王子市・町田市・日野市・多摩市・稲
城市）において相互実施協定を締結し、5市内におい
ては住所地を問わずに接種を可能とすることで市民の
利便性の向上を図る。

南多摩保健医療圏5市
における乳幼児・児童
等を対象とする定期予
防接種の相互実施

2,104,556
（473,069）

平成27年4月から、南山東部土地区画整理事業地内に
城山保育園　南山（定員125人）を新設し、また、第
二保育園の民営化により本郷ゆうし保育園（定員150
名）を開所し、定員増を行い、待機児童解消を図ると
ともに、子ども・子育て支援新制度の開始に伴い制度
の充実を図る。

認可保育所の充実（城
山保育園　南山・本郷
ゆうし保育園）

191,872
（90,338）

平成27年4月から、民間事業者の運営により南山小学
校学童クラブを新たに開所し、また、第一小学校学童
クラブ及び本郷学童クラブの運営を民間事業者への委
託に変更する。なお、学童クラブに併設される本郷児
童館についても、合理的な運営を図るために学童クラ
ブと合わせて民間事業者へ運営を委託する。

学童クラブ・児童館の
民営化

9,725
（7,693）

稲城市自主防災組織育成指導要綱の一部改正に伴い、
自主防災組織への貸与資機材について、担架及びリヤ
カーの貸与数の増量及び簡易トイレを新たに貸与し資
機材の整備を行う。

自主防災組織貸与資機
材の強化

6,000
（3,500）

東京都のオリンピック教育推進事業が毎年行われてい
る中、市内においてもオリンピックに関する教育を充
実させるための交付金を全ての学校に交付する。

オリンピック・パラリ
ンピック教育推進校交
付金の充実

98,700
（39,480）

平成26年度に小学校8校で試行実施した「放課後子ど
も教室」について、平成27年度から市内全小学校・全
学年に対象を拡大し、本格実施を行う。

放課後子ども教室の本
格実施

歳入 
市税 
144億8,793万円（43.0％） 
市税 
144億8,793万円（43.0％） 

その他 
16億792万円（4.8％） 

使用料及び手数料 
6億1,749万円（1.8％） 

繰入金 
22億7,075万円（6.7％） 

分担金及び負担金 
4億331万円（1.2％） 地方消費税交付金 

17億2,666万円（5.1％） 

市債 
22億8,630万円（6.8％） 

地方交付税 
9億1,936万円（2.7％） 

国庫支出金 
44億9,803万円（13.4％） 

都支出金 
48億6,625万円（14.5％） 

歳出 民生費 
132億7,025万円（39.4％） 

教育費 
58億1,323万円（17.3％） 

民生費 
132億7,025万円（39.4％） 

その他 
3億1,743万円（1.0％） 

消防費 
15億8,373万円（4.7％） 

議会費 
3億3,634万円（1.0％） 

公債費 
20億314万円（5.9％） 

総務費 
31億3,427万円（9.3％） 

衛生費 
29億6,865万円（8.8％） 

土木費 
42億5,696万円（12.6％） 

教育費 
58億1,323万円（17.3％） 

グラフ1　歳入当初予算額　336億8,400万円（一般会計） グラフ2　歳出当初予算額　336億8,400万円（一般会計）

※人口は平成27年1月1日現在（86,594人）

１００
００ 

１００００ 
１００００ 

１００００ 

市民1人当たりの一般会計歳出予算額（388,988円）

議会費
労働費
農林費
商工費
予備費

消防費
18,289円

総務費
36,195円

民生費
153,247円

衛生費
34,282円

土木費
49,160円

教育費
67,132円

公債費
23,133円

その他
7,550円
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

通院・入院 訪問・ 
通所・入所 

急性期、回復期 
生活期等 
認知症医療等 

〈病気になったら〉 

医　療 

〈いつまでも元気に暮らすために〉 

介護予防・生活支援 

地域ごとの活動、支え合い助け合い 

民生・児童委員、みどりクラブ、自治会 
ボランティア、NPO、介護支援ボランティア 

介護予防自主グループ　等 

専門医療 
リハビリテーション 

保健所 

地域包括 
支援センター 

地域福祉 
活動拠点 

かかりつけ医 
診療所・地域の連携 
病院、歯科医師 
薬剤師等 

日常診療 

訪問介護・訪問看護 
通所介護 
通所リハビリテーション 
ショートステイ 
定期巡回型訪問介護・看護 
看護小規模多機能型居宅介護 
小規模多機能型居宅介護 

〈介護が必要になったら〉 

介　護 

在宅系 

自宅・高齢者住宅 
サービス付き高齢者向け住宅 

ケアハウス 

住 ま い 住 ま い 介護老人福祉施設 
介護老人保健施設 
グループホーム 
有料老人ホーム 

施設・居住系 
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■問 高齢福祉課高齢福祉課

　市ではこれまで、平成27年の高齢者介護を見据え、介護・
介護予防のまちづくりを進めてきました。これまでの取り組み
の成果と課題、並びに国の介護保険制度改正等を受けて、平成
37年に向けた地域包括ケアシステムの構築を目指し、平成27

年度から平成29年度までの3カ年を計画期間とする、「介護保
険事業計画（第6期）～地域包括ケア計画～」を策定しました。
※計画書は市ホームページの他、市役所、各図書館でご覧いた
だけます。

稲 城 市 の 将 来 像
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197197

平成26年度 
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4,398
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1,143
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図2図1

在宅医療・介護連携の推進
　在宅医療と介護サービスを一体的に提供し、在宅での療養生活を支える
ために、医療・介護の関係者の連携を推進します。在宅医療・介護連携支
援センターの設置や協議会などを開催していきます。

認知症施策の推進
　認知症支援コーディネーターを地域包括支援センターに配置し、認知症
疾患医療センターなどと連携し、認知症の疑いがある人の早期診断・早期
対応に取り組みます。

生活支援・介護予防サービス基盤整備の推進
（1）介護予防・日常生活支援総合事業の開始
　全国一律に提供されていたこれまでの予防給付を見直し、多様なニーズ
により対応した市町村事業（地域支援事業）である「介護予防・日常生活
支援総合事業」を、いち早く開始します。既存の介護事業者によるサービ
スに加え、ＮＰＯ・民間・ボランティアなど地域の多様な主体を活用して
高齢者を支援します。
（2）生活支援・介護予防サービスの体制づくり
　地域全体で多様な主体によるサービスを提供できるよう、生活支援コー
ディネーター、生活支援・介護予防サービス協議体を設置し、ニーズや地
域資源の把握・検討を行います。

高齢者の居住安定に係る施策と連携
　第二次稲城市保健福祉総合計画等に基づき、適切な整備を行います。

地域ケア会議（地域包括支援センターの機能強化）
　地域の課題を把握し解決するための検討と、地域づくり・資源開発の検
討を行い、政策形成につなげるよう、「地域ケア会議」を更に発展させて
いきます。

地域包括ケアシステムの
構築に向けて

介介護護保保険険料料をを改改定定ししまますす
　65歳以上の介護保険料基準月額は、4,800円となります。第5期（平
成24～26年度）の4,400円から上昇しますが、介護保険給付準備基金
の取り崩しにより、保険料の上昇を極力抑えました。

低所得者への配慮
　所得段階による区分を9段階に多段階化し、所得の低い方の負担に配
慮しています。
　また、第1段階の方には公費による負担軽減を行います。
※65歳以上の方の平成27年度の保険料に関する通知書は、7月上旬に
送付します。

要介護認定者数（図1参照）
　要介護認定者数は、平成26年度の2,356人から、平成
29年度には13％増の2,669人になり、平成37年度には
87％増の4,398人になると予測されます。

給付費（年間）の推移（図2参照）
　要介護認定者数の増加に伴い、給付費についても増加
するものと予測されます。

高高齢齢者者のの施施設設整整備備計計画画をを策策定定ししままししたた
　市では、第二次稲城市保健福祉総合計画の一部を改正し、平成27年度
から平成29年度までの高齢者のサービス基盤の整備計画を策定しました。
　高齢者が要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた地域や自宅で
自立して暮らし続けることができるよう、地域密着型サービスを計画的
に誘導整備します。
　計画期間中、新たに認知症高齢者グループホーム1カ所、小規模多機
能型居宅介護（または看護小規模多機能型居宅介護）2カ所、定期巡回・
随時対応型訪問介護看護1カ所の整備を計画しています。

　介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることができ
るよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包
括ケアシステムの構築に向けて、次の事業に重点的に取り組みます。

　市の高齢者人口は増加傾向にあり、団塊の世代が75歳以上となる平成37
年には、介護が必要な高齢者が更に増加することが予想されます。

人口推計
　市の人口は平成37年には10万
1千人を超え、高齢者数は、平
成27年の1万7,204人から、平
成37年には20％増の2万626人
と予測されます。

認知症高齢者の推計
　認知症高齢者は、高齢者人口
の増加に伴い、今後も増加して
いき、平成37年には、平成27
年の約2倍の2,443人まで増加
すると予測されます。
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。
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付
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台
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勢
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査
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査
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引
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よ
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。
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場
急
行
員

が
出
動
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ま
す
。
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お
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む
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以
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暮
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ま
た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
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①
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通通
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シシ
スス
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平成28年度に延期された新税率 ���������� （単位：円）
平成28年度以降

の税率
平成27年度
の税率

2,0001,00050cc以下

原動機付自転車 2,0001,20050cc超、90cc以下
2,4001,60090cc超、125cc以下
3,7002,500ミニカー
3,6002,4002輪のもの軽自動車
6,0004,0002輪の小型自動車
2,4001,600農耕作業用のもの小型特殊自動車 5,9004,700その他のもの
3,6002,400専ら雪上を走行するもの
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引
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課
高
齢
福
祉
係

　

椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
柔
軟
体

操
か
ら
お
口
の
運
動
や
脳
ト
レ
ま

で
、
体
力
に
自
信
の
な
い
方
で
も

安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
で
要
介
護
（
支
援
ま

６５
た
は
事
業
対
象
者
）
認
定
を
受
け

介護予防体操教室開催一覧
定員時間期日会場

30人午前10時
～11時30分

5月10日～
10月中旬の
日曜日

①ハーモニー
　松葉

25人午後1時30分
～3時

5月12日～
10月中旬の
火曜日

②福祉
　センター

※応募多数の場合は抽選
※初めての方を優先します。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
簡
単
な

料
理
を
管
理
栄
養
士
が
教
え
ま
す
。

２
日
間
コ
ー
ス
で
介
護
予
防
や
脳

の
活
性
化
に
役
立
つ
知
識
も
学
べ

ま
す
。
料
理
が
苦
手
な
方
や
経
験

の
少
な
い
方
も
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■対
 

お
お
む
ね　
歳
以
上
の
男
性（
２

６５

日
間
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

■日
 

■内
 

５
月
８
日（
金
）講
義
、　

日
１５

（
金
）調
理
実
習

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
■費
 
　

円
（
材
料
費
）

３００
■申
 

４
月　

日（
木
）か
ら
電
話
で
お

１６

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月
１
日（
金
）

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
を
図

り
、
転
倒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
（
初

６５

め
て
の
方
を
優
先
）

■日
 

５
月
８
日
〜
７
月　

日
の
毎
週

１０

金
曜
日
（
全　

回
）

１０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■定
 
　

人
（
抽
選
）

１５
■講
 

石
坂　

淑
子
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
）

■申
 

４
月　

日（
木
）か
ら
電
話
で
お

１６

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
火
）

２８

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

参
加
者
募
集

シ
ニ
ア
向
け

シ
ニ
ア
向
け

介
護
予
防

介
護
予
防
体
操
教
室

体
操
教
室

５
カ
月
コ
ー
ス

５
カ
月
コ
ー
ス

歳歳
以以
上上

7755「「
高高
齢齢
者者
のの
見見
守守
りり

にに
関関
すす
るる
調調
査査
」」にに

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

高
齢
者
火
災
安
全

高
齢
者
火
災
安
全

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

高
齢
者
の

高
齢
者
の
徘
徊
行
動
で

 
徘  
徊 
行
動
で

は
い 
か
い

お
困
り
の
方
へ

お
困
り
の
方
へ

探
索
用
機
器
の

探
索
用
機
器
の

貸
し
出
し

貸
し
出
し

参
加
者
募
集

簡簡
単単
！！
美美
味味
しし
いい
！！

男男
のの
料料
理理
教教
室室

参
加
者
募
集

転転
倒倒
骨骨
折折
予予
防防
教教
室室

ババ
ララ
ンン
スス
アア
ッッ
ププ教教室室

　
　

歳
に
な
る
と
、
高
齢
受
給
者

７０
証
が
交
付
さ
れ
、
医
療
費
の
窓
口

負
担
割
合
が
軽
減
さ
れ
ま
す
〔
現

役
並
み
所
得
者
を
除
く
（
左
表
参

照
）
〕
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、　

歳
に
な

７０

る
誕
生
月
の
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

が
、
窓
口
負
担
割
合
が
軽
減
さ
れ

る
の
は　

歳
の
誕
生
月
の
翌
月
１

７０

日
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
４
月
に　

歳
と
な
る

７０

方
の
場
合
、
高
齢
受
給
者
証
は
４

月
下
旬
に
郵
送
し
、
窓
口
負
担
割

合
が
軽
減
さ
れ
る
の
は
５
月
１
日

か
ら
で
す
。

※
３
割
負
担
に
該
当
す
る
方
で
も
、

　

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
で
平
成

７０

　

年
中
の
収
入
の
合
計
が
、
２
人

２５以
上
の
場
合
は　

万
円
未
満
、
１

５２０

人
の
場
合
は　
万
円
未
満
の
時
は
、

３８３

申
請
す
る
こ
と
で
２
割
ま
た
は
１

割
負
担
に
な
り
ま
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
の
支

払
い
が
年
金
天
引
き
と
な
っ
て
い

る
方
は
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
も

可
能
で
す
。
年
金
天
引
き
か
ら
口

座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
係
（
市
役

所
１
階
５
番
窓
口
）
で
５
月　

日
２９

（
金
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替

が
継
続
さ
れ
ま
す
。
年
金
天
引
き

を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

年
金
天
引
き
の
対
象
要
件

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
世
帯
主

６５

７４

で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
方

②
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
が　
６５

歳
以
上
の
方

③
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
年

金
の
年
額
が　
万
円
以
上
で
あ
り
、

１８

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
方

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
民
健
康

２７

保
険
税
賦
課
決
定
通
知
書
は
、
７

月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

医療機関等における窓口負担割合
70歳以上（国保加入者）の

住民税課税所得
生年月日

145万円
以上

145万円
未満

3割（※）
1割昭和19年

4月1日以前

2割昭和19年
4月2日以降

　

市
は
、
行
政
運
営
の
公
正
を

確
保
し
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
国
の
行
政
手
続
法
の
改

正
に
合
わ
せ
、
行
政
手
続
条
例

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

①
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め

　

市
か
ら
、
法
令
・
条
例
等
に

違
反
す
る
行
為
の
是
正
を
求
め

る
行
政
指
導
を
受
け
た
も
の
の
、

そ
の
行
政
指
導
が
法
令
・
条
例

等
に
適
合
し
な
い
と
思
う
場
合

に
、
中
止
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
求
め
る
手
続
き
を
、
新
た
に

制
度
化
し
ま
し
た
。

②
処
分
・
行
政
指
導
の
求
め

　

法
令
・
条
例
等
に
違
反
す
る

事
実
が
あ
り
、
そ
の
是
正
の
た

め
に
さ
れ
る
べ
き
処
分
等
が
な

さ
れ
て
い
な
い
時
、
権
限
を
有

す
る
市
の
機
関
等
に
必
要
な
処

分
等
を
す
る
よ
う
求
め
る
手
続

き
を
、
新
た
に
制
度
化
し
ま
し

た
。

③
行
政
指
導
の
方
式

　

市
が
行
政
指
導
を
行
う
に
あ

た
り
、許
認
可
等
を
す
る
権
限
・

許
認
可
等
に
基
づ
く
処
分
を
す

る
権
限
を
行
使
し
得
る
旨
を
示

す
時
は
、
根
拠
と
な
る
法
令
・

条
例
等
も
示
す
よ
う
義
務
づ
け

ま
し
た
。

■申
 

①
②
は
申
出
書
を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

情
報
管
理
課
文
書
法
制
係

行
政
手
続
条
例
の

行
政
手
続
条
例
の

改
正
改
正

民
営
バ
ス

民
営
バ
ス

運
賃
運
賃
割
引
制
度

割
引
制
度

（
療
育
手
帳
）
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

民
営
バ
ス
（
京
王
バ
ス
、
小
田
急

バ
ス
な
ど
）
を
ご
利
用
の
際
に
、

乗
務
員
に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と

で
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ｉ
バ
ス
の
運
賃
に
つ
い
て
は
、

大
人
運
賃
の
み
半
額
と
な
り
ま
す
。

小
児
運
賃
の
障
害
者
割
引
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は

東
京
都
内
で
乗
車
し
、
か
つ
東
京

都
内
で
降
車
す
る
場
合
に
の
み
割

引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

の
結
果
を
も
と
に
地
域
の
見
守
り

の
仕
組
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

調
査
用
紙
の
配
布
・
回
収
に
は

民
生
委
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■対
 

①　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

７５

の
方　

②
世
帯
全
員
が　

歳
以
上

７５

の
方
（　

歳
未
満
の
同
居
者
が
い

７５

る
場
合
で
も
、
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
方
は
対
象
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

■日
 

６
月
末
ま
で

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

た
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
、
ま
た
は
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
施
設
の
利
用
者
端
末
よ

り
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
。

③
仮
予
約
を
す
る
。

※
使
用
日
の
３
カ
月
前
の
同
日
よ

り
仮
予
約
が
可
能

④
仮
予
約
後
、　

日
以
内
に
来
館

１１

し
、
窓
口
に
て
本
予
約
の
手
続
き

及
び
使
用
料
を
納
入
す
る
。

※
登
録
申
請
書
の
受
け
付
け
及
び

本
予
約
の
手
続
き
時
間
は
、平
日
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
も
に
午
前

８
時　

分
〜
午
後
９
時　

分
で
す

３０

３０

（
年
末
年
始
を
除
く
）
。

▽
会
議
室
の
種
類
・
使
用
料
な
ど 

右
表
の
と
お
り

だ
よ
り 

商  

工  

会 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
券
＆

稲
城
ゴ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券

　

商
工
会
で
は
、
平
成　

年
度
の

２７

消
費
者
支
援
事
業
と
し
て
、
市
内

事
業
者
で
利
用
で
き
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
券
と
、
市
内
商
店
で
利
用

で
き
る
稲
城
ゴ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　

今
年
限
り
の
特
別
な
商
品
券
で

す
。
無
く
な
り
次
第
販
売
終
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
早
め
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
券

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
支
払
い
に

利
用
で
き
る　

％
プ
レ
ミ
ア
ム
付

２０

き
の
リ
フ
ォ
ー
ム
券
で
す
。

▽
対
象
工
事　
　

万
円
以
上
の
も

１２

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
作
品
展

■日
 

４
月　

日（
月
）〜
５
月　

日

１３

１４

（
木
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

※
申
込
不
要

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
は
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
促
進
、市
民
の
交
流
、

市
民
の
自
主
的
な
社
会
貢
献
活
動

や
市
民
活
動
の
支
援
、
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
の
促
進
を
図
る
た

め
の
複
合
施
設
で
す
。

▽
施
設
の
概
要　

左
表
の
と
お
り

【
会
議
室
に
つ
い
て
】

▽
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

時
１０▽

休
館
日　

原
則
毎
月
第
２
火
曜

日
・
年
末
年
始

▽
予
約
方
法　

①
公
共
施
設
利
用
者
登
録
申
請
書

を
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
に
提
出
し
、

「
稲
城
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
」
の
Ｉ
Ｄ
番
号
を
取
得
す
る
。

※
登
録
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

　

市
民
が
自
ら
企
画
・
実
施
す
る

「
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
２

０
１
５
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■日
 

５
月
４
日（
月
・
祝
）・
５
日

（
火
・
祝
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
５
日

１０

は
午
後
４
時
ま
で
）

■場
 

城
山
公
園
及
び
周
辺

※
公
共
交
通
機
関
で
ご
来
場
く
だ

木造住宅の耐震診断・
耐震改修助成制度

　市では、耐震診断及び耐震改修工事に要し
た費用の一部を助成しています。
■先■問都市計画課開発指導係

住宅リフォーム工事の助成
　稲城市商工会では、住宅のリフォームを市
内の業者で施行した場合、経費の一部を助成
しています。
■先■問商工会　1377－1696

ごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！ご利用ください！

詳しくはお問い合わせ
ください。

シ
ル
エ
ッ
ト
の
ル
ー
ム
サ
イ
ン
講

習
会

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
作
品
展

の
会
期
中
に
、
１
日
講
習
を
実
施

し
ま
す
。
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
は

や
っ
て
み
た
い
け
ど
絵
を
描
く
の

は
難
し
そ
う
」
と
い
う
方
に
お
勧

め
の
講
習
会
で
す
。

■日
 

４
月　

日（
月
）

２０

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

１０

３０

３０

分■定
 

８
人
（
要
予
約
）

■費
 

３
千
円
（
材
料
費
込
み
）

■講
 

織
田　

佐
和
子
氏
（
佐
々
木
恵

美
シ
ー
ル　

ト
ー
ル
認
定
講
師
）

de

■場
 

■先
 

■問
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸

　

の
５
、
川
崎
街
道
東
長
沼
交
差

１１８点
南
）　

1　

・
６
５
４
６

３７７

の
（
支
払
い
が
６
月
以
降
で
あ
れ

ば
、
４
月
着
工
の
工
事
も
対
象
）

▽
発
売
日　

６
月
１
日（
月
）

▽
販
売
場
所　

商
工
会

※
要
件
等
の
詳
細
を
「
稲
城
市
商

工
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

稲
城
ゴ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
　

市
内　

店
舗
で
買
い
物
が
で
き

２５０

る
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。
１
冊

１
万
円
で
１
万
２
千
円
分
の
買
い

物
が
で
き
ま
す
。

※
一
人　

冊
ま
で

２０

▽
発
売
日　

７
月
１
日（
水
）

▽
販
売
場
所　

商
工
会
ほ
か　

店
１５

舗■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

地域振興プラザ　施設の概要
概要電話番号施設階

ＮＰＯや市民活動団体、これから活動しようとする
人を支援します。378－2112ＮＰＯ法人市民活動サ

ポートセンターいなぎ

1階
男女共同参画社会実現のための活動拠点として、年
齢、性別を問わず利用できます。－－－男女平等推進センター

施設内での活動時に乳幼児の一時保育の場として利
用できます。乳幼児同伴の市民を含むグループ活動
の場としても利用できます。

－－－キッズルーム

市内の産業（商工業）の振興、育成を図ります。377－1696稲城市商工会2階

高齢者の健康増進と生きがいを目的に就業機会を提
供し、地域の発展に貢献します。377－2212（公社）稲城市シルバー

人材センター
3階

中小企業の勤労者及び事業主の福利厚生・福祉向上
を図ります。378－2200

稲城市中小企業勤労者
福祉サービスセンター
（ＩＣＳ）

おおむね55歳以上の方の職業紹介など就職活動を支
援します。379－1333はつらつワーク稲城

4階 会議、懇親会、面接・研修会場、謝恩会やフラワー
アレンジメント等のサークル活動など各種事業に使
用でき、飲食も可能です。
※物品の販売、宣伝や公序良俗に反する行為、大き
な音や振動が出る行為等はできません。

－－－会議室（大・中・小）

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

■問
 

1　

・
2
1
1
2

378

会議室の種類、使用料など
使用可能人数
（目安）

使用料
（1時間あたり）会議室の種類

30人770円大会議室

24人460円中会議室

18人310円小会議室

※大中小会議室をつなげての利用も可（使用料は合算）
※使用者のうち、市内在住・在勤・在学の方が半数以下の
場合は使用料が２倍になります。

さ
い
。

■内
 

①
リ
サ
イ
ク
ル
と
分
か
ち
合
い

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

②
多
芸

多
彩
の
ス
テ
ー
ジ　

③
心
の
こ
も

っ
た
手
づ
く
り
飲
食
売
店　

④
新

鮮
で
安
全
な
稲
城
産
野
菜
販
売
コ

ー
ナ
ー　
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動・

市
民
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

■主
 

稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会

▽
後
援　

稲
城
市
、
稲
城
市
社
会

福
祉
協
議
会

■問
 

手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会　

須
田　

1　
・
４
０
０
７
・

０９０

８
６
３
５

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

地地
域域
振振
興興
ププ
ララ
ザザ

稲稲
城城
手手
づづ
くく
りり

市市
民民
まま
つつ
りり
２２
００
１１
５５

▲

シ
ル
エ
ッ
ト
の
ル
ー
ム
サ
イ
ン

シルバー
人材

センター
■問 1377・2212

受
講
者
募
集　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
※
下
表
③
は
、
文
字
入
力
が
で
き

「
基
礎
コ
ー
ス
終
了
相
当
」
の
方

■内
 

■日
 

■時
 

■費
 

下
表
の
と
お
り

※
詳
細
は
、
最
寄
り
の
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
チ
ラ
シ
や
「
稲
城
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

各
５
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

■申
 

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス（
複

数
可
）
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
水
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

パソコン講習会

受講料
（テキスト代
含む）

時間期日
（コース期間）コース

7,000円

午前9時15分
～正午

5月12日（火）
  ・13日（水）
  ・19日（火）
  ・20日（水）
【4日間　計11時間】

①Windows7 
パソコン入門
講座

午後0時45分
～3時30分

5月12日（火）
  ・13日（水）
  ・19日（火）
  ・20日（水）
【4日間　計11時間】

②Windows8.1 
パソコン入門
講座　

15,000円

5月  9  日（土）
  ・10日（日）
  ・16日（土）
  ・17日（日）
  ・23日（土）
  ・24日（日）
  ・30日（土）
  ・31日（日）
【8日間　計22時間】

③Excel2010 
スペシャリス
ト講座

■問1377・0931

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　

予
約
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■日
 

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
（
４
月

は　

日
）

２５
■時
 

正
午
〜
午
後
３
時

■場
 

第
２
土
曜
日
＝
矢
野
口
駅
改
札

前
、
第
４
土
曜
日
＝
若
葉
台
駅
改

■対
 

生
後
１
カ
月
〜
６
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
両
親
及
び
そ
の
ご
両
親

■日
 

５
月　

日（
土
）

２３

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■費
 

一
家
族　

円
７００

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

　

詳
し
く
は
「
稲
城
市
立
病
院
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

看
護
部
長
室

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

都
合
に
よ
り
、
次
の
眼
科
の
外
来

診
療
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■日
 

４
月　

日（
木
）・　

日（
金
）

１６

１７

※
と
も
に
終
日
休
診

■問
 

医
事
課
外
来
係

眼
科
外
来
休
診
に
つ
い
て

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ（
産
後
）

ク
ラ
ブ

〜
産
後
の
育
児
相
談
＆
ヨ
ガ

札
前

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

■費
 

無
料

駅
前
の
保
健
室



（11）　代表電話は042－378－2111 27・4・15

は
じ
ま
り
ま
し
た

は
じ
ま
り
ま
し
た

稲
城
市
特
定
不
妊

稲
城
市
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
制
度

治
療
費
助
成
制
度

妊
婦
健
康
診
査

妊
婦
健
康
診
査

風
し
ん
抗
体
検
査
と

風
し
ん
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
費
用
の

予
防
接
種
費
用
の助成

助
成

梨
ワ
イ
ン
で

　
　

乾
杯
し
よ
う
！

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城
市

206

0804

百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

　

風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な
い

女
性
が
妊
娠
中（
特
に
妊
娠
初
期
）

に
感
染
す
る
と
、
胎
児
が
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
市
で
は
、
風
し
ん
抗
体

検
査
の
費
用
の
全
額
と
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

①
風
し
ん
抗
体
検
査

■対
 

妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は
希
望
し

て
い
る　

歳
以
上
の
女
性
市
民

１９

※
過
去
に
抗
体
検
査
や
２
回
以
上

の
風
し
ん
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
受
け
た
方
は
除
く
。

■日
 

平
成　

年
２
月　

日（
月
）ま
で

２８

２９

■費
 

無
料
（
全
額
公
費
負
担
）

▽
回
数　

１
回

■持
 

身
分
証
明
書
な
ど

▽
受
診
方
法　

市
内
の
指
定
医
療

機
関
（
左
表
参
照
）
に
設
置
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
予
防
接
種

■対
 

接
種
日
現
在　

歳
以
上
で
、
妊

１９

娠
を
予
定
、
ま
た
は
希
望
し
て
い

る
女
性
市
民
で
次
の
条
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方

○
①
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お
い

て
検
査
結
果
に
よ
り
、
低
抗
体
価

で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合

○
妊
婦
健
康
診
査
で
低
抗
体
価
で

あ
っ
た
女
性
が
出
産
後
、
速
や
か

に
接
種
を
受
け
る
場
合

○
以
前
に
自
身
で
抗
体
検
査
を
受

け
た
ケ
ー
ス
な
ど
で
、
低
抗
体
価

で
あ
る
と
確
認
で
き
る
場
合

■日
 

平
成　

年
３
月　

日（
木
）ま
で

２８

３１

■費
 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

＝
４
千
円
、
風
し
ん
＝
３
千
円

※
生
活
保
護
受
給
の
方
ま
た
は
中

国
残
留
邦
人
等
の
方
は
保
護
受
給

証
明
書
ま
た
は
支
援
給
付
受
給
証

明
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
無
料（
全

額
公
費
負
担
）
に
な
り
ま
す
。

▽
回
数　

１
回

■持
 

身
分
証
明
書
、
抗
体
検
査
の
結

果
が
分
か
る
も
の
（
結
果
の
分
か

る
書
類
や
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）

▽
受
診
方
法　

市
内
の
指
定
医
療

機
関
（
左
上
表
参
照
）
に
設
置
の

申
請
書
及
び
予
診
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
接
種
を
受
け
て

関
の
領
収
書
の
原
本
、
③
稲
城
市

特
定
不
妊
治
療
医
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書
、
ま
た
は
東
京
都

に
提
出
し
た
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
受
診
等
証
明
書
の
写
し
、

④
東
京
都
か
ら
交
付
さ
れ
た
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
承
認
決
定
通
知

書
の
写
し
、
⑤
稲
城
市
特
定
不
妊

治
療
医
療
費
助
成
金
請
求
書

※
申
請
書
な
ど
の
様
式
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

高
額
の
治
療
費
が
か
か
る
特
定

不
妊
治
療
（
体
外
受
精
及
び
顕
微

授
精
）
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対

し
て
、
稲
城
市
が
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■対
 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に
特

２７

定
不
妊
の
治
療
が
終
了
し
た
方

②
都
規
則
に
基
づ
く
東
京
都
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
承
認
決

定
を
受
け
た
方

③
本
人
及
び
配
偶
者
が
、
当
該
特

定
不
妊
治
療
開
始
時
か
ら
当
該
助

成
申
請
時
ま
で
引
き
続
き
稲
城
市

内
に
住
民
票
を
有
し
て
い
る
方

④
同
一
の
特
定
不
妊
治
療
に
関
し

て
他
の
区
市
町
村
等
か
ら
同
種
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

▽
助
成
金
額　

東
京
都
で
承
認
決

定
さ
れ
た
特
定
不
妊
治
療
の
治
療

費
か
ら
、
東
京
都
の
助
成
額
を
差

し
引
い
た
金
額
で
、
１
回
の
治
療

に
つ
き
３
万
円
を
上
限
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

▽
申
請
期
間　

東
京
都
で
承
認
決

定
さ
れ
た
日
が
属
す
る
年
度
内

■申
 

次
の
提
出
物
を
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
に
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

商
工
会
で
認
証
し
て
い
る
稲
城

の
太
鼓
判
「
稲
城
の
梨
ワ
イ
ン
」

は
、
幻
の
梨
「
稲
城
」
か
ら
生
ま

れ
た
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
ワ
イ
ン
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
も
低
く
飲

み
や
す
い
た
め
、
懇
親
会
等
の
乾

杯
に
最
適
で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く

だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
市
酒
販
組
合　

1　

・
６

３７７

０
４
３
、
東
京
南
農
業
協
同
組
合

稲
城
支
店
指
導
経
済
課　

1　

・
３７７

６
０
０
２

　

べ
た
べ
た
状
か
ら
形
の
あ
る
食

べ
物
へ
離
乳
食
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。
調
理
の
仕
方

を
具
体
的
に
お
話
し
し
な
が
ら
試

食
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

お
友
達
作
り
も
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

平
成　

年
８
月
〜　

月
生
ま
れ

２６

１０

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■日
 

５
月　

日（
火
）

１２

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
実
習
室

■定
 
　

組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

２０
選
）

■内
 

モ
グ
モ
グ
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■費
 

無
料

■申
 

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、

フ
ァ
ク
ス
（
5　

・　

・
７
１
７

０４２

３５０

５
）
、
は
が
き
（
〒　

・　

稲
城

２０６

８５１１

市
坂
浜　

）
、
メ
ー
ル
（
� ei

２３８

you

‐ care@
kom

ajo.ac.
jp

）
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
火
）必
着

２８

■先
 

■問
 

駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室 

1　

・
７
１
６
７

３５０

　

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め

に
は
、
お
母
さ
ん
の
健
康
を
保
つ

参
加
者
募
集

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

■対
 

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者（
一

組
４
人
以
内
）

■日
 

４
月　

日（
水
・
祝
）

２９

※
雨
天
中
止
（
小
雨
決
行
）

■定
 
　

組
３０

■費
 

１
組　

円
５００

■申
 

■先
 

往
復
は
が
き
に
住
所
・
電
話

番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
年

齢
・
性
別
・
学
校
名
）を
明
記
し
、

上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館
水
車
の

会
・
タ
ケ
ノ
コ
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８２４

城
市
若
葉
台
１
の　

の
２
）
ま
で

２８

お
送
り
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
月
）必
着
（
応
募
多

２０

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
応
募
期
間
が
大
変
短
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
危
険
防
止
等
の
た
め
、

当
選
者
以
外
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

募
集
し
ま
す
！

　

上
谷
戸
親
水
公
園
で
は
、
こ
ど

も
の
日
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち

が
た
く
ま
し
く
立
派
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
う
と
共
に
、
人
々
の
出

会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、

今
年
も
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ

り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
無
償
で
ご

提
供
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

金
・
土
・
日
曜
日
の
み
受
け
付
け

ま
す
。

端
午
の
節
句
の
イ
ベ
ン
ト

鯉
の
ぼ
り
掲
揚

■日
 

４
月　

日（
水
・
祝
）〜
５
月
８

２９

日（
金
）

■内
 

大
小　

匹
の
鯉
の
ぼ
り
掲
揚

２００

五
月
人
形
展

■日
 

５
月
１
日（
金
）〜
８
日（
金
）

■内
 

段
飾
り
・
武
者
人
形
・
か
ぶ
と

な
ど
の
展
示
、
記
念
写
真
撮
影
コ

ー
ナ
ー

柏
餅
作
り
体
験

■日
 

５
月
５
日（
火
・
祝
）（
受
付
＝

９
時　

分
〜
）

３０

■定
 

先
着　

人
（
子
ど
も
優
先
）

１００

※
一
人
２
個
ま
で

■費
 

無
料

地
元
特
産
品
の
賞
味
販
売

■日
 

５
月
２
日（
土
）〜
６
日（
水
・

振
休
）

■内
 

新
鮮
野
菜
、
ゆ
で
タ
ケ
ノ
コ
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等

◆
共
通
事
項

■場
 

■問
 

上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館　

水
車
の
会　

1　

・
７
１
１
２

３３１

（
金
・
土
・
日
曜
日
の
終
日
ま
た

は
金
曜
日
を
除
く
平
日
午
後
８
時

以
降
）

※
徒
歩
・
公
共
交
通
機
関
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

平成27年度風しん抗体検査及び予防接種費用助成
指定医療機関一覧

電話番号所在地医療機関名
377－6433矢野口277－2谷平医院

370－7707矢野口724－7
Nビル1階

やのくち小児科アレ
ルギー科

370－8770
矢野口1541
アーバンシャトル
1階

かじわら内科泌尿器
科クリニック

313－9272東長沼450－30菜の花クリニック
377－6027東長沼799松本医院
379－4851東長沼1726－16東長沼クリニック

378－7277東長沼3106－3
オークプラザ2階

立花こどもクリニッ
ク

379－4870
東長沼3107－1
ピアタウン21・
2階

あべ内科クリニック

377－6128大丸118稲城診療所
予約受付時間
【午前9時
～午後4時】
377－1421

大丸1171稲城市立病院
健診センター

401－3733大丸3051－1いしがき医院

331－8570平尾1－50－20
オービル1階簡野クリニック

331－8201平尾1－54－20高クリニック
331－8221平尾3－7－26平尾内科クリニック
378－3224押立1254－1桜井医院
350－7171長峰2－2－2長峰クリニック

350－6075若葉台2－4－4
駅前KMビル2階若葉台クリニック

350－6977若葉台4－18－4もりこどもクリニッ
ク

予
防
接
種

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん

※
生
後
５
か
月
〜
８
か
月
に
達
す

る
ま
で
が
標
準
的
な
接
種
時
期
で

す
。

■日
 

４
月　

日（
木
）

２３

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時

※
受
付
開
始
時
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
を
ず
ら
し
て
の

来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
車
で
の
来
場
及
び
付
き
添
い

の
方
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
と

な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
病
気
な

ど
に
よ
り
、
当
日
接
種
で
き
な
い

方
は
、
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

○
妊
婦
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

○
接
種
後
２
カ
月
間
は
妊
娠
を
避

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
が
大
切
で
す
。
お
母
さ
ん
自

身
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

も
、
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
妊
婦
健
康

診
査
の
う
ち
、
妊
娠
確
定
後
の
初

回
検
査
と
、
そ
の
後
２
回
目
以
降

　

回
目
ま
で
の
検
査
、
ま
た
超
音

１４波
検
査
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
票
は
妊
娠
届
出
時
に
配
布

す
る
「
母
と
子
の
保
健
バ
ッ
グ
」

に
封
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

駒
沢
学
園

　

離
乳
食
ル
ー
ム
の
お
誘
い

 
上  
谷  
戸 
体
験
学
習
館

か
さ 

や 

と

※
持
参
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
、

振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
も
合
わ

せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
物　

①
稲
城
市
特
定
不
妊

治
療
医
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
、

②
特
定
不
妊
治
療
に
係
る
医
療
機



27・4・15 代表電話は042－378－2111　（12）
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 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

わ
が
ま
ち
稲
城
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
を
応
援
し
よ
う
！　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　

1　
・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時
4
月　

日（
日
）午
後
1
時
〜　

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
（
※
稲
城
市
民
シ
ー
ト
販
売
対
象
試
合
）、　

日（
水
・
祝
）午
後
1
時
〜　

横
浜
Ｆ
Ｃ　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

26

VS

29

VS

4月15日～5月1日 医療・相談あんない 医療・相談あんない 

【休日開庁】 開庁時間＝午前8時30分～正午、午後1時～5時

開庁窓口実施日

市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、収納課25日（土）

　

凍
瘡
と
は
い
わ
ゆ
る
「
し
も

や
け
」
の
こ
と
で
す
。
気
温
の

低
い
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て

起
こ
り
や
す
い
皮
膚
の
病
気
で

す
。
皮
膚
が
発
汗
や
水
仕
事
で

湿
っ
て
い
る
と
、
気
化
熱
で
冷

却
さ
れ
皮
膚
の
表
面
温
度
が
下

が
り
凍
瘡
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
長
時
間
戸
外

で
作
業
す
る
な
ど
の
環
境
で
よ

り
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

女
性
、
高
齢
者
、
痩
せ
型
の
人

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
体
質

的
に
神
経
血
管
系
の
弱
い
人
は

小
児
期
の
こ
ろ
か
ら
毎
年
で
き

る
人
も
い
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
Ｅ
（
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
）
や

強
皮
症
な
ど 
膠  
原 
病
の
人
に
も

こ
う 
げ
ん

多
い
よ
う
で
す
。

　

症
状
は
手
足
、
特
に
手
指
、

足
ゆ
び
の
一
部
が
局
所
的
に
紫

紅
色
〜
暗
紅
色
斑
が
で
き
、
腫

れ
ま
す
。 
痒 
み
と
じ
ん
じ
ん
し

か
ゆ

た
痛
み
を
伴
い
ま
す
。
病
状
が

進
行
す
る
と
び
ら
ん
や 
潰 かい 
瘍 
に

よ
う

な
り
ま
す
。
鼻
先
、
頬
、
耳
に

も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
は
手
足
、
鼻
、
頬
、
耳

な
ど
で
き
や
す
い
部
位
の
保
温

に
努
め
る
こ
と
で
す
。
足
で
は

速
乾
性
素
材
の
ウ
ー
ル
や
化
学

繊
維
の
靴
下
を
重
ね
履
き
し
、

靴
も
防
寒
ブ
ー
ツ
が
い
い
で
し

ょ
う
。
手
で
は
手
袋
が
必
須
で

す
が
、
水
仕
事
で
は
防
水
手
袋

を
し
て
く
だ
さ
い
。
鼻
や
頬
で

は
マ
ス
ク
、
耳
で
は
耳
ま
で
か

く
れ
る
帽
子
が
有
効
で
す
。
喫

煙
は
血
行
が
悪
く
な
る
の
で
避

け
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー
ル

は
熱
を
放
散
す
る
の
で
寒
い
と

こ
ろ
で
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

治
療
は
、
軽
症
の
場
合
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
製
剤
を
飲
む
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
を
塗
る
、
血
行
促
進

剤
を
塗
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
び
ら
ん
や
潰
瘍
が
で
き

て
い
る
重
い
場
合
に
は
、
二
次

感
染
予
防
の
た
め
に
抗
生
剤
を

塗
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
病
状

に
応
じ
て
有
効
な
治
療
法
は
あ

り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

稲
城
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
 
山  
川 　
 
和  
子 

や
ま 
か
わ 

か
ず 
こ

 凍 　 瘡 
とう そう

■問 稲城市保健センター
1378－3421
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【休日急病診療所・休日薬局】 診療時間＝午前9時～午後5時

地区薬局医療機関日程

東長沼かしの木薬局
1370－4193

稲城腎・内科クリニック
1370－761119日（日）

矢野口オーベル薬局矢野口店
1379－0925

矢野口クリニック
1379－093926日（日）

東長沼丘の上薬局
1378－3388

立花こどもクリニック
1378－727729日（水・祝）

【各種相談】 ※予約制。詳しくはお問い合わせください。

予約・問い合わせ時間相談日相談の種類

市民協働課
1378－2286
（予約受付時間＝
午前8時30分～正
午、午後1時～5時）

午前9時～正午
16日（木）
21日（火）
23日（木）
28日（火）

法律相談（前日予約）

午後1時30分
～4時30分

22日（水）不動産相談（前日予約）

21日（火）遺言書作成などくらしの書類
作成相談（前日予約）

16日（木）税務相談（前日予約）

15日（水・
予約終了）住宅リフォーム相談（※）

17日（金）
5月1日（金）

人権・身の上相談
（前日までに予約）

午前10時～午後1時、
午後2時～4時

15日（水）
25日（土）

女性の悩み相談
（前日までに予約）

消費者相談室
1378－3738

午前10時～正午、
午後1時～3時平日毎日消費者相談

（来室のほか電話でも相談可）

保険年金課年金係
（予約不要）

午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日年金相談

22日（水）年金相談［平尾出張所］

保健センター
1378－3421

午前9時30分
～11時21日（火）健康相談（前日までに予約）

午前9時10分
～11時21日（火）栄養相談（前日までに予約）

※会場はオーエンス健康プラザ

福祉センター
1378－3366

午前10時～正午15日（水）心配ごと相談

午後1時30分
～4時30分15日（水）高齢者・障害者の法律相談

（予約随時）

午後1時～4時25日（土）ひとり親家庭カウンセリング
相談（予約随時）

受診しましょう　がん検診！
がんの早期発見のために、市では市民の方を対象に、各種がん検診を実施します。
胃がん検診
■対35歳以上（昭和56年4月1日以前生まれ）の方
※原則1年度に1回の受診
※胃・腸の手術をした方、治療中の方、腎疾患・心疾患で水分制限のある方、
妊娠中・授乳中の方を除く。
※昭和50年4月2日～昭和51年4月1日間生まれの方は、5月中旬ごろに送付さ
れる受診勧奨をご利用ください。
■場市立病院健診センター（平日）
※ただし6月13日、12月5日、平成28年2月20日の土曜日は実施します。

▽検査方法　問診、バリウムによる胃部エックス線撮影検査　■費1,370円
※保険証に自己負担割合が1割と記載のある方は450円、2割と記載のある方は
910円（保険証などの提示が必要）

乳がん検診
■対40歳以上（昭和51年4月1日以前生まれ）の女性で、平成26年度未受診の方
※既に乳がんと診断された方または治療中の方、妊娠中・授乳中の方を除く。

▽検査方法　問診票記入、視触診、マンモグラフィ検査（乳房エックス線撮影検査）
■場市立病院健診センター（平日）　■費2,430円
※保険証に自己負担割合が1割と記載のある方は810円、2割と記載のある方は
1,620円（保険証などの提示が必要）

子宮頸がん検診
けい

■対20歳以上（平成8年4月1日以前生まれ）の女性で、平成26年度未受診の方
※既に子宮頸がんと診断された方または治療中の方、妊娠中の方を除く。

▽検査方法　問診票記入、視診、内診、頸部細胞診検査
■場①市立病院健診センター（平日）、②ベリエの丘クリニック（平日、土曜日）
■費2,110円
※20歳代（昭和61年4月2日～平成8年4月1日に生まれた方）は無料
※保険証に自己負担割合が1割と記載のある方は700円、2割と記載のある方は
1,400円（保険証などの提示が必要）

肺がん検診
■対40歳以上（昭和51年4月1日以前生まれ）の方
※既に肺がんと診断された方または治療中の方、妊娠中の方を除く。
■場市立病院健診センター（平日）　 ▽検査方法　問診票記入、低線量胸部ＣＴ撮影
■費4,150円
※保険証に自己負担割合が1割と記載のある方は1,380円、2割と記載のある方
は2,760円（保険証などの提示が必要）
◆共通事項

▽受診期間　平成27年5月7日（木）～平成28年3月15日（火）
※「胃がん」「乳がん」検診は検診車での実施もあります。申込方法等の詳細
は広報いなぎや市ホームページでお知らせします。

▽費用免除の方　①生活保護受給世帯の方　②市民税非課税世帯の方　③中国
残留邦人などの方
※詳細は、申込後、通知される案内をご参照ください。

申込方法
　申込記入例を参照のうえ、はがき、封書、窓口で専用用紙に記入（土・日曜
日、祝日を除く）、電子申請サービス（ HP http://www. 
shinsei.elg-front.jp/tokyo/、下のＱＲコード参照）の
いずれかで保健センターにお申し込みくだ
さい。
※毎月22日締切で、翌月上旬に対象者へ
受診券と受診案内を郵送します。届きまし
たら各医療機関へ直接予約をして受診して
ください。最終申込期限は平成28年1月22日（金）です。
なお、医療機関の一日の予約枠には限りがあります。希
望日に受診できない場合はご了承ください。

▽申込先・問い合わせ
　稲城市保健センター
　〒206－0804稲城市百村112の1　1378－3421
※市では各検診の結果データ（個人情報）を保管・集計し、今
後の健康づくりに役立てる予定です。なお、個人情報について
は稲城市個人情報保護条例に基づき保護されます。

5 月 ののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付
■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日（5月）対象事業名

前
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。

27日（水）平成26年4月1日～平成26年5月31日
に2500g未満で出生されたお子さん

低出生体重児の1歳児健
康診査

13日（水）平成25年4月生まれ2歳児歯科健康診査
15日（金）平成24年10月生まれ2歳6か月児歯科健康診査
  8  日（金）妊娠16週～27週の方妊婦歯科健康診査

  9  日（土）
初産婦とそのパートナーの方

両親学級
（パパ・ママコース）　※

【1コース2日制】
15日（金）
22日（金）

母親学級
（マタニティコース）　※

11日（月）第1子の保護者（平成26年12月生まれ）離乳食調理講習会　※
  8  日（金）未就学児母子健康相談

予約
不要19日（火）多胎出生の乳幼児と保護者（妊婦含む）ふたごの会

※両親学級・母親学級は各先着20組、離乳食調理講習会は先着25人

○○がん検診
希望

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

▲申込記入例


